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†
豊
．
－
・
 

■
苫
屋
雇
費
毒
草
讐
‡
違
呈
 
 

宗
で
南
山
舌
至
芸
雲
母
 
 
 

悪
■
室
彗
埠
鹿
 
 

層
層
苗
重
層
 
 

龍
巻
ぜ
瀞
量
 
 

目
標
暮
置
定
ぬ
東
 
 

レ
た
。
凸
王
吾
 
 

妻
 
 
 

書
t
 
 
 

鼻
音
■
．
奮
 
 

う
」
己
と
患
 
 

応
、
・
■
利
用
者
切
購
 
 

聾
選
管
ど
に
 
 

血
最
甘
て
ヘ
ル
パ
 
 

1
富
ん
鳳
自
宅
へ
 
 

屯
．
雇
－
■
・
哺
、
 

應
着
で
個
■
「
凛
 
 

臼
」
畳
み
舌
軒
 
 

世
伝
廿
I
ピ
克
酢
 
 

衰
謄
与
れ
鼓
す
。
 
 

香
 
 

い
 

要
群
 
 

．
い
届
墓
□
喜
屈
日
ま
 
 

骨
崖
患
者
苫
展
嘩
÷
昔
居
 
 

室
鼠
静
・
事
．
て
児
■
宇
芽
露
 
 

嘉
ま
牒
 
 

甘
骨
苦
界
県
旨
置
芸
軍
曹
王
 
者
 

f
霹
・
1
・
J
r
J
－
＝
I
軋
 
 

．
地
雷
昔
｝
 
 

■≡毒手聯ロン■   

胞隠二憩秦達也  

●布砂寧ロン■嘱鱒   
鴨轟＝醜臓汗■  

轍サー蹟瑚咄如沖■  
I■重氾間■・  

欄魯せ重■赴岳勒鑑顔頭搬癖軸濯．  

・は鯉娼・●．1■†・可・1：癖減甑虻剤劉・  

＝乃  2006．5 広報おおの   2006．5広報おおの  



お
知
略
 
 

．
春
日
に
し
、
 
 

目
指
し
て
 
 

く
む
計
Ⅶ
戸
】
 
 

市
雀
地
で
儒
与
弟
た
水
鳥
凛
呑
有
効
利
用
 
 

し
儀
嘗
二
名
倭
芸
ち
去
声
た
届
書
 
 

わ
し
い
ま
邑
ユ
く
り
塞
骨
雪
」
と
春
日
 
 

仙
ム
 
 

軽自動車税の減免   
■：：：：：：：コ  

1～古曲、ヰ牡の1  

聴覚＃書  2・8■破  

平衡機能悍書  3紐  

音声機鵬舞害  
8冊（職出による疇麓■喜好  
ぉる場合に賑引  

身  1棟、壬寵の1■・2  

下底不自由  1～■白＝紐  

拝  1叫3臥 5軸  
磨   

の非遮行髄脳  

病変に．よ魯運 動機敲轄害  
書  不自由  

心E薇歳胃喜  1－3牡  

7■鞭縮障害  1・3扱  

呼破無機牌  1・3．軌  

ヒト免疫不全   

よる免疫搬  

一山Ⅶ・・・薗  

．知的障害竜  欝育手嶋（A）   

帝神障害者  精神障害者宥祉手垢1毅   

ま
 
し
 
‖
催
 
・
河
 
 

毛
 
 
 

シンポジウ  市
で
旺
、
市
民
中
観
光
客
が
案
酷
に
水
 
 

実
際
に
日
に
し
、
 
 

虚
 
 

た  主
意
由
よ
う
苺
障
害
壱
持
つ
人
 
 

が
、
仕
事
や
通
院
な
ど
で
軽
自
動
 
 

車
≡
鏑
書
出
）
を
壁
つ
電
舌
、
 
 

軽
自
動
車
観
伊
達
整
斉
れ
ま
す
。
 
 
 

た
だ
し
、
次
の
電
卓
は
濾
克
己
 
 

れ
ま
せ
ん
。
 
 

①
書
榛
註
所
有
書
爛
申
債
愚
者
氏
 
 
 

名
が
、
該
当
書
手
人
（
柑
歳
末
 
 
 

蒲
の
場
合
は
生
計
巻
向
じ
く
す
 
 
 

る
人
）
に
な
っ
て
い
な
い
と
き
 
 

⑪
す
で
に
嘗
苛
自
聖
義
春
ど
の
 
 
 

減
免
香
登
け
て
い
る
と
書
 
 

感
じ
ら
れ
尋
蒙
古
づ
く
ロ
奄
 
 

「
大
野
市
水
の
酔
え
る
ま
ち
ゴ
 
 

を
素
足
し
ま
し
た
．
 
 

す申で1ぜ打者如く．だ蓄■【．h  

曙
庸
島
 
 

日
．
書
．
内
 
 
 

■
■
■
l
 
 

感
じ
ら
れ
る
ま
ち
目
指
し
て
八
 
 

一
■
■
】
］
t
－
■
 
膿
 
 

み
え
る
ま
ち
づ
＜
り
計
画
を
策
定
 
 

・革帯串満とバネJL声す．スカ  

何台蛙先   

i
 
 

■
■
T
 
t
・
 
 

建設課河川備†薗古昏・   

申
請
に
必
要
在
も
由
 
印
鑑
、
運
 
 
 

転
免
許
証
、
・
幹
事
書
手
帳
な
ど
 
 

申
請
期
限
 
5
月
糾
日
⑩
 
 

そ
申
≠
 
身
踵
薩
善
書
示
た
め
に
 
 
 

改
造
さ
れ
た
軽
自
動
事
に
つ
い
 
 
 

て
も
減
免
の
対
舌
と
な
る
場
合
 
 
 

が
あ
ロ
ま
す
●
詳
し
く
は
向
い
 
 
 

合
ゎ
せ
く
だ
さ
い
。
 
 

申
請
・
問
合
せ
鹿
．
税
轟
課
納
税
 
 
 

係
（
℡
6
6
■
1
1
1
1
内
葡
4
 
 
 

2
1
）
 
 

婁
に
琶
．
た
・
宗
温
帯
地
下
水
 
 

塵
王
寺
新
雪
．
と
葉
し
定
番
 
 

・
．
甥
礫
眉
腐
卓
上
屋
草
屋
も
ま
甘
1
 
 

●
＝
♯
杵
軽
症
＃
＝
＝
・
蛙
書
 
 
 

重
蔵
雲
海
の
要
・
 
 

●
 
 

由
に
需
屈
し
た
竜
野
で
甘
．
 

諷
定
に
腋
た
．
っ
て
は
、
嘗
克
 
 

呵
野
地
雷
約
五
千
〓
古
戸
へ
革
帯
民
声
五
 
 

そ
軋
内
曹
を
監
蔓
昔
 
 

ケ
ー
ト
偏
屈
華
〓
式
・
七
偲
サ
中
震
凛
 
 

華
j
暮
春
辞
し
恵
虻
 
 

森
吉
策
定
し
ま
．
し
た
ー
 
 

市
由
主
事
エ
け
貫
で
屏
息
屠
と
 
 

軒
蓮
町
I
 

唇
竜
妄
イ
ト
廿
 

市
民
世
葡
沌
嘗
應
心
モ
京
」
奄
体
鹿
 
 

で
喜
魯
よ
う
昔
与
コ
古
寺
畳
す
た
 
 

ぬ
r
四
ユ
釘
聾
計
画
を
旨
由
て
枯
妻
象
 
 

蕃
。
 
 

軋
唇
．
査
心
事
菅
進
也
ま
す
1
 
 
 

軌1すれ電車人騰す手篭台で寸．生計曙一昔および常時介靂蓄廿   

訴す与軌棚とな古寺払が雫串Dま甘  

竃
 
上
兼
納
佗
1
貯
－
1
 
 

事
‡
F
畿
 
2
戸
 
 

規
格
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遣
ロ
 
 
 

3
借
建
て
、
2
L
D
K
、
風
呂
 
 

・
ト
イ
レ
有
 
 

毒
 
市
内
（
特
に
和
泉
地
区
）
 
 
 

に
勒
磨
ま
た
旺
勤
措
予
定
号
 
 
 

住
宅
に
島
っ
て
い
奇
人
 
 

♯
責
・
月
譲
2
万
円
（
共
益
F
・
 
 
 

駐
車
場
代
舌
屯
）
 
 

申
込
・
隋
合
せ
集
．
串
市
整
備
謹
 
 
 

住
宅
掃
地
傷
（
♯
6
6
▲
1
1
1
 
 
 

1
内
樺
a
5
6
）
 
 
 

男
女
共
向
春
面
香
椎
進
す
る
た
 
 

助
に
、
晃
年
虎
に
寮
施
香
寺
 
 

定
し
て
い
百
恵
課
啓
発
講
座
雇
企
 
 

酉
運
営
し
て
い
た
だ
嘉
ラ
ッ
チ
 
 

イ
ア
企
画
曇
旦
密
雲
し
ま
す
．
 
 

葺
・
男
女
共
同
参
画
に
幽
心
β
 
 
 

あ
古
人
 
 

応
暮
方
法
 
性
斎
・
氏
名
」
年
齢
 
 

・
■
誓
号
を
達
掩
 
 

蓋
切
日
 
5
月
1
5
日
＝
商
 
 

応
幕
・
問
合
せ
先
 
企
画
課
市
民
 
 
 

畳
（
廿
鴎
・
1
1
1
1
内
 
 

●
皇
軍
菅
ち
紅
塵
苛
く
野
 
 
 

手
藁
亡
賢
妻
哲
鹿
 
 

追
七
月
で
昔
億
雇
っ
ヰ
打
葡
層
ま
 
 

す
¶
葛
上
塵
日
超
し
音
量
儲
 
 

を
進
隠
芽
・
賢
と
畳
て
防
止
へ
の
腋
 
 

隷
許
亜
叫
各
卸
巧
ま
す
．
 
 

●
水
宜
北
面
富
貴
・
t
慮
 
 
 

虎
専
の
昔
著
し
こ
雇
 
 

に
許
け
払
ん
・
畳
蛋
菅
 
 

蕾
ま
富
．
 
 

■
T
＝
 
 

昭
和
馳
年
ら
月
3
1
日
以
前
に
着
 
 

工
し
た
市
内
の
〓
P
建
モ
査
住
 
 

宅
寄
封
壷
に
耐
震
診
断
電
車
完
す
 
 

垂
等
号
、
モ
の
費
用
杏
助
成
し
ま
 
 

す
．
 
 

事
＿
F
＿
劫
戸
亮
募
多
数
の
 
 
 

彗
ロ
は
、
公
開
抽
茸
と
な
ロ
ま
 
 
 

す
）
 
 

申
払
方
鵠
 
郡
市
憲
課
に
■
い
 
 
 

新しく大野に佳重人を応雄心零す  

竜
馬
 
 
 

眉
脊
・
基
害
者
市
思
川
－
ム
薫
イ
 
 

辞
百
草
〓
枯
萎
号
 
 

・
草
吉
巨
富
富
者
尊
重
聖
書
蓋
．
竪
 
 

…
‖
葡
嘗
蕾
壊
蓋
．
圃
川
蕪
芸
嘩
．
・
1
．
 
 
仁
 

l
⊥
曹
ヰ
旦
 
 

甘
層
童
害
行
し
・
T
い
く
禿
せ
に
嘩
水
 

萱
 

廟
賢
抗
告
」
壷
哲
号
看
た
 
 

嘩
 

量
伸
昔
蕾
よ
竜
琶
昔
瑠
 
 

蘇
、
・
．
卦
■
貢
瓢
隠
星
置
菅
ユ
定
数
曙
 
 

ii帥血中融端地に庸  毎春参堂善幸賛鶉雲   

牌引‾軸細に住ん軸恕麺娘  
坦握叢削擢塊駄月額畢鞭＿ヒ塵旺．蓮年  

て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
壱
 
 
 

明
記
し
、
次
の
書
最
を
訴
え
て
 
 
 

提
出
 
 

①
住
宅
位
置
阻
 
 

筐
宅
の
所
喜
、
建
築
年
月
日
 
 
 

が
確
訝
で
昔
る
書
類
（
豊
記
譜
 
 
 

曲
事
や
墓
税
台
嬢
の
 
 
 

写
し
奄
と
V
 
 

個
人
亀
轡
董
 
勺
嵩
岩
岳
円
（
肩
 
 
 

書
診
断
士
聖
空
言
用
の
1
剖
．
 
 
 

旦
副
は
市
が
助
成
）
 
 

争
監
房
苫
【
 
室
員
苦
高
 
 

専
込
・
問
合
せ
免
都
市
毒
 
 
 

性
宅
禄
他
店
｛
℡
6
8
・
1
1
1
 
 
 

－
内
線
．
3
異
岩
ヱ
 
 

家策聯月販古市円醐脚  
輝か嘲帯紐幡日東割  

印鱒嘲′轄紳嘩卿  

桓嘩鵡陛1軸円押領革帯円闇  
脚奉癖脚  

無碍由確保孝一王嘩乱馳‘・岬、河川抑ポンプ   
丁寧プ、軸粗からパイプライン利用桝コ由方苛専横封し   
てい香車す  

ほI  

一助軸癒着細組曲確僻  

鵬i  

岳血痕古■正書由由   
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後期基本言十画を策定   
卵F晋，T 埴卜   

軸‾柵で九梼畦あ赫乱油由唇  
僻し醐準乱撃コ亡弼野中己と  

細Qた仇屯つ1巴腑好章に雀卓恵山lと点っ  

こ応募し斉した■  

軸仕■モ轍睡吸出恒怯如て甲摘  

占亡古1と聞か軌魯∈と軌鮒幕触  

と
し
汀
‖
 
」
た
㌧
 
 
 

子
L
■
．
」
 
・
■
■
L
■
l
■
・
．
■
・
．
∴
‥
．
丁
†
〃
汀
■
互
い
 
 

違
T
■
信
号
日
華
＝
畑
汚
H
－
＝
．
リ
ー
T
＝
．
■
㌧
十
・
∴
 
 
 

一
 

萱
－
屈
伸
1
■
■
苺
聖
頚
講
苛
 
 

「
エ
†
埼
峠
ニ
．
〔
に
一
」
膵
⊥
．
∩
吉
元
．
．
1
∵
∴
こ
 
 

設
・
．
t
し
「
い
寓
し
た
・
し
計
上
 
 

人
〓
中
ロ
・
L
直
り
、
止
■
 

〃
式
岬
■
子
「
可
㌍
化
〃
 
 

．
り
粗
伝
し
丁
■
い
‡
こ
・
√
吾
∴
．
．
一
、
・
忙
別
室
丁
 
 

モ
舅
什
曹
¢
特
龍
＝
 
 

」
＝
予
⊥
仁
十
■
．
＝
■
「
■
†
‖
」
÷
∴
■
叩
・
‖
．
〓
 
 

＋
甘
‖
一
■
1
一
 
に
■
‖
卜
㌧
 
 
号
三
・
．
・
卜
一
 
 

∵
■
 
 

L
・
三
・
 
一
 

招
昔
＋
ト
〓
 
h
．
．
芹
■
‖
 
′
」
・
r
l
㌧
－
†
 
 

．． 
 

丁
±
け
∵
∴
隼
L
■
い
∵
‥
■
十
こ
二
 
■
．
て
 
T
 
 

詔
ヨ
J
■
■
「
∴
■
り
土
情
㌣
ト
対
応
し
丁
し
・
・
・
．
．
二
に
 
 
 

一
‖
 
い
∴
 
］
告
い
・
い
・
批
正
リ
F
‘
・
1
〓
ト
＼
↑
‥
〕
〓
■
■
ヰ
甘
言
 
 

L
十
 一

 

十
干
 
リ
h
、
†
ん
」
 
 

「
第
四
次
大
野
市
総
合
計
圃
」
は
、
本
市
の
長
期
的
 
 

な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
平
成
十
 
 

≡
年
≡
月
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
、
基
本
構
想
、
基
本
 
 

計
画
．
実
緬
計
画
の
≡
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

今
回
、
「
前
期
基
本
計
画
」
が
平
成
十
七
年
度
で
終
了
 
 

し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
五
年
間
の
取
り
組
む
べ
き
指
針
 
 

を
定
め
た
「
後
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
 
 
 

今
後
は
、
こ
の
基
本
計
画
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
 
 

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 
 

Lだ跡珊荘と毒し卓  

舵尋ように春草瑚∋て序幕じ轟した■   

－→尭放としT地車加地てヰL磨盲い  

御車野で拝当たD弓枠中脚軌1に竜  

虎鱒骨とした禰と婚垂色に菓コ鞋拙亡軌  

田山細鵠モい争と事由こi終車れ呑んで  

すよ．軌荘も軒レ革申串ちとし富、大野  
触イメ一撃曹P・Rし石山書起山地  

章寧傭下町晒丘史青春じ  

晦＃ら薫bむ己と＃空車毒舌古だ占感じ囁甘．＝こ  

和ま零細車軸ら軸コた人に声軒＝みたいと  

息づて春草晃毒よも脚嘩生かし榊特  

大寧糊軸地境軌 

中先師蜘口雫日清耗モ岬、住んでu竜  
A蜘し痛醜癒弛「垂加虎と臆  
帽甘－ヰ貯巴折れ通人匡寧iで青竜茫はたく吉  

ん町地劫人と組も＿式辞閲兵書壱  
知っモ毛缶克たらうれしいモす租． 

金森静耶幸吉ん榊鳶・走♯虻  

中厚意江子軌佗強・花軒刊  

森廉久美子喜ん控塙・牛ヶ原・石）・   

J
．
．
い
〓
い
ー
ヒ
い
〓
 
 

観光酪連巾催山香通し、．大野市の蛙力直弼介す  

る新年度聞「越前寅男且愚卓と大鹿」が決まロま  

した．県内外へのP■Rに向けて張ロⅦる3■人に、．・  

応募の理由と抱負壷蘭書ました．  

－ふ古卓■と責任に応■した理由旺   

中農 け年度の大境に走達肌1て、活動力唾し  
そうだったのと、いろんな囁境や人と出章ラこと  

で．人筒腑呑成長に覿持す竜のと同時に今の自分  

にできること直したし1と暦し1応募し宗した．  裏
手
琶
軽
盛
雅
弥
 
 

■
い
．
■
■
男
慧
儲
遍
眉
 
 
 
 
 
＝
＝
．
‖
．
葡
 
 

轟
u
者
 
 

、1ヽ■・メX土－：くべ人声ニー∴1：く■二仰くこくナ●  

〓
杜
埜
旦
 
 

火
噴
鳥
〔
串
杢
甘
丁
子
｝
半
放
捕
物
捧
岩
佐
 
 

悪
妻
）
ロ
P
．
□
－
ス
タ
ス
ト
（
顎
井
 
 

丑
）
そ
ろ
そ
ろ
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梓
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。
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．
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だ
廿
百
年
く
．
官
爵
た
直
垂
読
象
 
 

き
昆
賢
二
鹿
冨
〓
臨
写
急
 
 

儲
眉
遥
偏
屈
儀
眉
理
屈
季
雇
 
 

少
り
十
完
善
吉
す
．
 
 

一
．
習
雇
主
扇
・
逓
苫
弓
屈
 
 

謹
告
吾
告
吾
平
苫
号
 
 

●●●■●∴ニニニ1㌧■■■  

食
事
の
パ
∋
コ
ユ
取
れ
て
い
ま
す
か
っ
 
 

1
日
リ
リ
り
汀
・
り
川
 

める≡書体割と責務  

＋
 
 
 

基
本
計
画
を
制
定
 
 
 

正
丁
亡
杜
仲
刀
・
ハ
‥
√
．
．
司
・
書
画
鞋
沌
1
主
堪
可
・
∴
u
た
 
 

阜
、
一
†
丑
二
二
年
一
‥
［
■
し
∵
u
∵
〕
」
し
F
■
 
「
十
＝
＝
 
 

＝
苧
∩
言
上
‖
．
．
日
宇
一
向
プ
一
「
・
一
ン
」
 
卜
■
ウ
■
′
 
 

㍉
‖
声
■
」
・
叫
＝
項
〓
．
■
■
〓
√
∵
二
±
一
‡
．
′
■
仁
 
 
L
∵
王
」
丹
 
 

■
h
工
＝
キ
ロ
を
ロ
ー
て
■
亡
号
・
草
二
q
、
∵
n
†
 
 

「
」
∴
■
H
㌧
宣
・
1
 

．
 

t
 
 
 

▼  

条
例
で
は
、
男
女
共
同
番
画
社
会
春
形
 
 

成
富
る
た
堅
聖
至
芸
薫
露
恕
週
日
定
 
 

め
ま
し
た
．
（
東
三
条
｝
 
 

▼
竜
址
屈
す
書
、
相
互
 
 

出
藍
畳
替
蓮
雪
■
芋
 
 
 

確
保
さ
れ
、
人
権
紆
】
量
王
さ
れ
る
こ
と
 
 

ー
廿
農
亜
墓
豊
震
苛
嚢
 
 
 

嘗
濁
し
て
垂
で
善
 
 

晶
隈
町
中
立
臣
す
卦
富
 
 
 

書濁点牒毒 軍蔚互迫E星雲蓄垂つl旨 ＝T l ■   

決
定
に
、
男
女
が
共
同
し
 
 

重
層
遷
馨
ヱ
と
 
 

■ 
血．1I．．．州  

舌
暮
罷
n
ラ
ン
ス
ガ
イ
蓄
〓
 
 

十
膏
L
皇
苫
二
日
に
草
 
 

葉
首
鼠
患
草
■
主
音
 
 

腎
五
号
・
∴
掛
算
騒
五
⊥
八
っ
、
 
 

圭
葦
三
上
嬰
∃
‖
．
葺
†
選
 
 

良
亡
乗
掛
腋
若
杜
要
れ
〓
■
若
．
 
 

っ
■
で
い
屋
号
 
 
富
琴
恵
蜃
・
辛
 
 

賽
屯
着
で
す
．
・
 
下
 

一
署
一
昔
号
僅
畢
丑
－
 
 

壱
墓
守
市
営
藍
管
見
軋
千
早
 
 

・
幸
甚
土
急
に
麿
せ
音
．
．
 
 

家
持
一
ユ
賢
ユ
よ
く
晃
壱
†
七
仁
君
・
．
．
 
 

一
＝
月
に
盛
事
選
選
者
取
っ
下
山
 
 

蕾
重
曹
．
．
‖
 
 
 

青
書
常
世
省
吾
囁
圭
・
 
 

七
喜
督
号
竃
東
忘
筆
者
 
 

昔
量
蟄
一
畳
皇
琶
 
 

丑
蕃
」
∴
．
強
ぃ
蕾
昔
．
コ
 
 

ま
音
．
 
 

草
吉
註
重
言
碧
宮
許
旨
 
 

書
妄
言
重
畳
．
．
 
 

す
．
蛋
干
書
丁
烏
十
〓
乗
）
 
 

一
塁
野
村
馨
に
生
首
古
豪
づ
く
り
 
 

掛
果
肘
に
施
策
壷
撮
達
す
看
た
ぬ
、
儒
 
 

君
煮
や
宗
啓
ど
暮
l
官
等
行
い
 

ま
す
ヰ
ま
た
必
要
に
哲
て
、
．
遷
 
 

薯
に
貞
董
蕃
票
活
温
書
芸
 
 

ぬ
た
ロ
．
官
の
内
曹
香
草
患
ロ
．
で
き
 
 

壷
よ
う
足
助
康
．
L
た
．
（
筆
十
三
缶
 
 

用
脅
せ
先
 
企
竜
願
市
民
塩
亀
儀
．
 

・
1
1
I
－
内
線
す
∃
．
1
】
 
 

奇
蓋
眉
r
意
議
・
環
境
・
葺
」
く
 
 

甘
」
蓉
推
進
す
串
た
め
、
次
聖
二
つ
を
桂
 
 

と
す
量
に
取
替
モ
い
蕃
ま
 
 

章
†
葦
 
へ
．
の
碧
 
 

管
用
†
葦
．
で
の
首
席
握
雀
 
 

亭
墨
監
E
垣
量
彗
く
匂
 
 
 

静
薩
什
智
註
町
葦
を
啓
蟄
血
 

安
全
蓉
蜃
規
整
傭
 
 

広
報
活
動
撃
拳
普
♯
象
．
の
賛
 

女
牡
打
線
カ
モ
生
か
す
露
草
竃
 
 

よ
h
一
層
施
策
蓉
推
進
し
て
い
く
た
助
、
 
 

内
幸
奄
一
触
改
訂
し
表
し
た
．
モ
し
て
条
 
 

理
l
」
嘗
尋
基
ヰ
計
画
と
し
首
位
置
付
け
 
 

表
し
た
†
（
翳
九
条
】
 
 

一
■
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執
育
の
ペ
ー
”
甘
「
 
 

投
票
白
当
百
「
仕
卓
奇
癖
帯
壇
と
面
理
 
 

見
で
相
葉
所
管
の
葦
で
舌
甘
い
人
陰
 
 

関
日
田
投
票
が
で
吉
表
す
。
 
 

日
時
 
」
八
月
十
二
【
蕾
ら
十
七
日
普
丁
 
 
 

前
ハ
時
≡
十
分
却
う
午
後
八
循
 
 

任
期
満
了
（
七
月
六
巳
）
に
伴
う
市
長
 
 

選
挙
が
、
次
の
と
眉
ロ
 

七
重
 
 
 

日
時
 
五
月
二
十
二
日
霊
l
時
三
 
 
 

十
分
1
 
 
 

＿
衝
 
■
市
役
所
 
 

膏
 
 
 

日
時
 
六
月
十
一
日
昏
午
前
八
時
三
十
 
 

分
～
午
替
玉
暗
 
 
 

場
所
 
市
役
所
 
 

室
琶
 
」
ハ
月
十
一
目
◎
 
 

粗
景
 
 
 

日
時
 
」
八
月
十
八
目
℡
午
前
七
暗
～
午
「
 

後
八
時
∴
和
衷
地
区
≡
投
票
所
蛙
午
1
．
 
 

後
」
ハ
暗
ま
で
）
 
 
 

場
所
 
各
投
票
所
 
 

町
l
 
 
 

日
時
 
」
八
月
十
八
白
置
〓
十
 
 
 

分
て
 
 
 

場
所
 
有
終
会
館
 
 

こ温かい声援を■1   J   

午前固持10分   

スタート   

「
素
因
十
〓
固
越
前
式
事
名
水
 
 

マ
ラ
ソ
ン
」
奄
五
月
〓
十
八
日
に
 
 

開
≠
し
ま
す
●
 
 
 

名
水
マ
ラ
リ
 

も
歴
豆
訪
島
い
マ
ラ
ソ
ン
査
で
 
 

す
．
昭
和
四
十
年
に
「
市
局
言
フ
 
 

リ
主
と
し
て
ユ
タ
ー
卜
し
 

の
後
「
大
野
マ
■
コ
リ
ン
」
 
「
越
前
 
 

大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
」
と
名
称
壱
 
 

変
克
頓
が
ら
、
四
十
〓
回
由
歴
史
 
 

杏
重
ね
て
き
ま
し
た
．
 
 
 

大
会
に
は
毎
年
、
市
内
陣
も
ち
 
 

ろ
ん
県
内
部
か
ら
二
千
人
以
上
鱒
 
 

参
加
し
ま
す
。
昨
年
蛙
．
ラ
ン
ニ
ン
 
 

グ
専
門
誌
由
コ
一
〇
〇
五
生
田
■
つ
 
 

ン
〓
ツ
タ
大
島
百
芦
－
に
も
選
ば
 
 
 

■
 
 

■
所
 
第
一
葉
所
か
ら
第
二
十
五
葉
 
 
 

所
中
人
柱
式
野
市
役
所
，
第
二
十
六
投
 
 
 

票
所
か
ら
二
十
八
投
票
所
⊥
和
泉
地
区
 
 
 

三
捜
某
所
）
の
人
は
和
泉
支
所
 
 

モ
の
他
 
入
場
券
が
配
布
苦
れ
て
い
苗
場
 
 
 

舌
は
持
参
 
 
 

≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
■
 
 

農
善
幸
員
台
車
員
旺
 

6
月
4
日
投
票
 
 
 

圧
郁
謂
丁
（
六
月
≡
十
日
】
に
伴
う
農
 
 

菓
委
員
会
重
か
∵
次
打
と
お
口
行
わ
れ
 
 

」
ま
盲
。
 
 
 

今
回
印
選
挙
か
ら
、
選
挙
に
」
墓
室
員
 
 

定
数
薩
十
七
⊥
に
空
わ
ロ
ま
す
。
 
 

古
豪
白
 
五
月
〓
十
八
白
愚
－
 
 

般
■
目
 
六
月
四
日
◎
 
 

憫
せ
せ
鳥
 
市
選
挙
音
頭
委
員
会
事
葡
局
 

岩
由
・
1
1
1
1
内
線
∃
白
ユ
 
 

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
会
に
出
場
 
 

し
た
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
局
、
大
会
運
 
 

営
や
沿
道
両
応
壌
、
ス
タ
ッ
コ
の
 
 

対
応
な
ど
十
璃
巳
の
ア
．
ツ
ケ
ー
ト
 
 

に
よ
ロ
決
定
さ
れ
た
も
の
モ
す
．
 
 
 

今
年
も
♯
加
ラ
ン
ナ
ー
に
喜
ん
 
 

で
も
ら
孟
志
棄
套
と
在
る
よ
う
、
 
 

実
行
童
貞
竜
で
捜
討
置
i
ね
騒
が
 
 

ら
準
備
を
遺
冶
て
き
麦
し
た
．
 
 
 

名
水
マ
ー
コ
．
リ
ン
は
、
掛
門
の
皐
 
 

讐
や
走
D
や
す
い
コ
ー
ス
と
上
 
 

も
に
∴
人
情
味
あ
ふ
れ
る
土
地
柄
 
 

が
二
7
ン
ナ
ー
壱
引
手
つ
け
る
大
 
 

吉
容
魅
力
と
な
コ
て
い
ま
す
。
当
 
 

日
は
沿
道
語
ら
の
濃
か
い
声
援
吾
 
 

董
蹟
い
し
ま
す
。
 
 

策
定
由
背
景
 
 
 

琴
．
遡
墾
定
圧
繋
号
室
選
管
 
 

乱
た
払
星
空
 

電
取
乱
罫
再
審
喜
居
に
畳
許
串
 
 

琶
展
墓
言
寄
雇
崇
〓
集
中
彗
プ
ラ
 
 

ン
】
畢
雲
量
国
望
思
雀
旺
層
て
い
 
 

正
す
。
モ
の
た
曲
市
苦
琶
昨
年
暮
し
 

た
「
第
五
改
元
野
市
藍
－
に
 
 

其
コ
卓
、
・
．
．
ゴ
ラ
ン
奄
韓
定
⊥
哀
し
た
。
 
 

h
ラ
ン
由
内
専
 
 

乱
し
い
財
酔
中
也
直
読
取
扱
配
縁
ど
 
 

を
背
景
に
、
■
∴
．
岳
 

電
罵
屠
嵩
層
儀
妻
違
っ
て
い
ま
 
 

竜
骨
壷
屋
恩
屋
蛤
竺
富
 
 

里
罷
蟄
苗
■
世
に
よ
 

て
 

■
旬
苛
政
避
葦
に
毒
奄
廿
れ
ば
琴
 
 

呈
せ
ん
．
一
 
 

語
昔
年
・
昨
年
策
定
」
た
毎
に
葺
」
 
 

竜
、
手
蔓
釘
見
直
し
中
産
員
・
裾
昔
 
 

時
眉
正
化
頂
上
十
一
．
頂
璽
点
 

尾
月
畳
働
甘
取
意
思
壇
琶
 
 

プ
チ
ン
屯
腋
正
に
露
駐
ユ
て
年
女
鯛
 

亡
重
点
書
現
推
進
計
画
王
ぬ
毒
害
徒
者
庖
 
 

口
蕃
．
ら
†
黄
燐
で
増
加
心
た
相
鹿
討
由
 
 

■
 
 

’
 
 

席．・宇蒜－i什．．＝Tr・、．・サ．．．T  

．リー一 てルセロナ五輪で金メダル  

由轟鼠申琴卑             ＝ ．∴．．J．′■＿ 、．， ＿ ＿√  

■  

軸ご臆嘲赫軸軸遥  

ソ 癖嘩療鱒鄭毒嘲  希靖七唖即職防、丸帯弼車んと  

日はも近次触  

鱒墟   

毎年ボランティナ由由比痘摘嘩坤l東き  

触軌唾一旗！韓碑嘩申  ん陳卜 が楽しい．⊥軌葡きソ封由巨蜘し柁  
す」とに1己払触鮭「柳草し1  

事
＿
奇
退
胡
す
古
と
と
も
に
二
暫
蚕
苛
 
 

年
度
亡
亡
載
せ
日
標
世
事
当
の
見
慮
し
在
 
 

ど
蕃
育
ま
し
た
．
平
成
十
七
生
悪
琶
 
 

二
十
一
年
草
吾
品
玉
年
間
宥
蚕
 
 

奮
点
暫
取
暴
代
書
も
．
四
壁
一
十
」
ハ
 
 

年
度
V
苛
展
に
兵
曹
て
い
章
ま
甘
．
．
・
 
 

茎
は
一
塁
．
■
 
 
 

十
一
あ
竜
王
彙
進
事
項
の
う
右
、
・
．
職
 
 

員
艶
型
善
止
他
に
つ
い
て
姓
「
墨
 
 

の
合
併
偏
窃
庖
吉
四
±
二
竃
〓
十
 
 

」
八
年
度
ま
で
に
ー
劃
以
上
管
し
二
二
百
 
 

八
十
九
人
に
す
奉
と
し
て
い
許
す
。
．
ま
た
 
 

鞍
手
即
邁
正
化
七
し
モ
ナ
．
草
ぎ
痘
嘩
 
 

不
快
嘗
の
勤
帯
雇
層
っ
菅
に
毒
．
青
 
 

草
r
韓
薯
－
蓋
し
・
二
十
 
 

几
手
当
ニ
〒
九
蟄
椚
蘇
コ
た
蟄
聖
温
度
 
 

十
八
草
雷
弓
杜
±
ニ
‡
十
重
十
五
畳
に
 
 

濾
骨
n
一
心
ま
じ
た
。
 
 
 

・
i
申
告
▲
ユ
計
取
替
－
m
・
句
碑
－
 
 

ム
・
ぺ
－
空
某
暮
し
で
措
£
甘
。
藍
切
 
 

妻
填
搭
壱
七
に
つ
u
モ
奄
、
嶺
時
史
毒
 
 

し
古
山
書
．
 
 

静
貫
首
、
㌧
卓
至
上
軋
官
○
計
旨
k
皇
宮
 
 

‖
蘭
書
甘
缶
潅
葦
策
蒔
芸
醜
 
 
 

㌣
1
1
1
．
†
慶
ヰ
宜
昔
｝
 
 

＿－■  

臣
 
 

軸琴錦固抽桓  
寸章、・対衰  

群嘩嘩  
増強必轟錮  

Lセ極印軸轄葺準坤軸亡  
▲▲ ヽ   ＿ヽ ▲  

密送ってし1ました．  
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f
市
長
哲
盈
．
烹
語
穎
悪
業
巷
苧
 
 

．
畠
窃
博
朋
・
．
甘
裾
席
課
長
・
由
布
一
人
・
†
市
 
 

島
裾
社
部
中
生
ま
葡
局
番
丑
着
古
 
 

－
㌢
翼
£
子
爵
集
＝
■
（
善
・
浄
化
せ
㌢
封
 
 

－
許
最
1
．
佐
宿
兼
嵐
〓
岩
逼
諒
生
課
長
 
 

四
月
一
日
付
け
雪
細
雪
一
首
二
十
」
八
 
 

人
の
人
事
異
動
を
行
い
鼓
し
た
（
退
職
者
 
 

十
一
人
、
消
防
本
替
ニ
±
＝
二
人
含
生
。
 
 
 

ヰ
周
倒
壊
働
甘
、
新
た
毒
垂
八
 
 

鹿
健
な
対
応
在
昏
つ
屈
に
弄
龍
し
ま
 
 

し
た
。
．
・
血
鯨
年
輩
人
t
雪
隠
 
 

十
七
人
「
．
．
・
疎
廣
禰
僅
掛
〓
十
九
五
十
童
 
 

嘩
一
十
大
基
羊
屈
服
五
十
個
人
、
‖
・
圭
雪
 
 

偲
五
十
人
・
、
悪
賢
三
十
甲
骨
去
 
 

ち
五
ふ
直
掛
腋
用
し
許
し
・
た
」
 
 

u
 
 
 

－
」
 
」
郡
厨
」
▼
昔
蕃
r
竹
内
 
 

利
一
†
憩
長
．
・
盤
罫
．
▼
和
暴
露
 
 

面
長
・
・
沓
恥
」
弾
 
 

h
蕃
薫
風
l
 
V
倭
屑
苫
鮪
馬
鹿
＝
二
卜
 
 

．
河
青
木
 
 

四
月
計
ら
市
役
所
由
縫
構
春
一
部
改
革
 
 

し
ま
し
た
。
 
 
 

具
体
的
に
は
r
．
地
壊
包
括
支
援
せ
㌢
タ
 
 

ー
の
暁
菅
在
ど
に
伴
う
李
務
暮
昭
壇
加
に
 
 

謁
応
す
古
た
也
、
有
祉
牒
在
社
蓋
福
祉
課
 
 

と
児
童
裾
社
説
に
分
割
。
大
野
・
勝
山
地
 
 

匡
伍
域
行
較
宇
＃
組
合
の
亡
み
処
理
施
讃
 
 

大野市行政機構固仲計時4月柑現在）  

僅
打
重
臣
ヂ
L
彗
芸
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払
中
農
孜
 

鰹
課
壷
磋
蕃
≡
雲
華
署
重
富
 
 

次
長
．
・
坦
中
一
野
蒜
工
振
＃
課
諷
露
♯
 
 

佐
公
共
寵
遇
係
長
覇
葡
．
・
重
代
 
 

甘
層
露
層
葦
丘
事
蕾
苛
 
 

立
田
由
黒
子
▼
警
鼻
音
雲
 
 

醸
鮭
左
官
嘩
．
・
直
隠
・
河
〓
豊
中
・
監
理
 
 

鹿
長
事
務
取
扱
÷
借
手
車
乗
甘
薯
 

層
爪
昔
コ
∵
常
置
骨
 
 

長
吉
掛
取
撃
宙
居
∇
弘
市
整
≠
讃
 
 

豊
富
軋
僻
l
旨
森
取
扱
＝
・
・
軒
 
 

豊
中
上
水
棄
露
畏
補
佐
■
白
井
一
 
 

Ⅴ
垂
岬
痛
点
雇
・
｛
♯
心
【
上
几
聴
理
 
 

セ
Y
皐
l
改
革
†
南
朝
弘
 

鷹■一山■  

主な簡  

●子育て支援係・保育所，軋助児医療費申地車毎ど  

●児士療虚備・打と口碑家庭．民生一児古妻阜在ど  
毒
l
中
上
庄
幼
稚
園
敦
頂
 
 
 

〓
壁
二
［
晶
芋
吾
兼
芯
焉
車
型
苧
 
 

藍
拝
墟
起
算
〕
．
．
宜
琶
蟄
嵐
・
諒
罫
許
．
 
 

長
一
甘
中
村
群
「
．
扁
異
議
勇
二
芸
貰
丁
 
 

闊
子
器
垣
彗
誓
願
庖
．
．
．
Ⅴ
甫
嘗
専
 
 

業
塁
宮
尾
昔
薗
長
〓
品
勝
算
竺
富
 
 

民
駄
尿
量
邑
．
・
∇
井
甫
紀
子
八
和
 
 

暴
彗
豊
昔
恵
 
 

一
雇
－
．
号
中
山
琶
萱
偲
品
章
票
 
 

冒
Ⅷ
岸
恒
喜
竜
骨
理
昔
々
阻
中
嘗
丁
 
 

宙
藍
首
鼠
．
音
吐
凪
虐
愚
．
層
 
 

紆
南
小
芋
校
u
・
．
 
 

港
 
 

冒
酪
車
型
〓
呈
厳
酷
 

下
使
果
甘
藩
債
権
者
真
筆
・
．
蔓
 
 

禰
葺
∴
山
田
可
鶴
マ
鞋
儀
偏
屈
佐
 
 

【
遷
畳
正
担
当
∵
■
古
層
世
Ⅴ
書
取
 
 

豪
富
有
佐
・
・
・
朝
巳
弘
幸
甘
辛
防
暑
 
 

粛
佐
．
爪
直
撃
）
 
■
．
青
野
篇
辞
 
 

世
 
 

首
長
重
畳
▼
 

嘉
子
▼
市
民
福
祉
部
中
線
蛙
衛
生
課
■
 
 

山
報
賞
理
干
冒
裡
麿
裾
社
鰊
－
垂
 

†
層
講
廿
甲
畳
 

商
工
堅
牢
・
・
粗
養
成
宜
 
 
 

F
軋
風
土
哲
些
 
 

≡
苫
屋
儀
眉
墨
雇
雇
・
篠
原
孝
慮
 

甘
藍
香
草
・
ン
計
－
菓
．
・
．
由
生
 

落
果
 
 

ま亡妄‾  一社績ん  

主な榔  

事痛手親阜1酢変わ．り   
■起筆北嬉m助構 

． 

■垂吏宜埼順一串■  ■   

●社舌碍牡餌   

障害吉福祉、生活保鮎・ど  

●高齢福祉係   

馬齢書籍祉l介醇願睦在ど  

●介護支援怖（地坪包括重用   

センターI   

苛酷書横合相談荘ど  

＋‾  

た  

凍j直課は下水地理せン昇一一面新亜  

割彗一一3一軋，・蛙寵評牒産青草化長屋傭  
書歯檀卜仁蜜車と 

吐り．管し走廿  
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執
育
の
ペ
ー
”
甘
「
 
 

投
票
白
当
百
「
仕
卓
奇
癖
帯
壇
と
面
理
 
 

見
で
相
葉
所
管
の
葦
で
舌
甘
い
人
陰
 
 

関
日
田
投
票
が
で
吉
表
す
。
 
 

日
時
 
」
八
月
十
二
【
蕾
ら
十
七
日
普
丁
 
 
 

前
ハ
時
≡
十
分
却
う
午
後
八
循
 
 

任
期
満
了
（
七
月
六
巳
）
に
伴
う
市
長
 
 

選
挙
が
、
次
の
と
眉
ロ
 

七
重
 
 
 

日
時
 
五
月
二
十
二
日
霊
l
時
三
 
 
 

十
分
1
 
 
 

＿
衝
 
■
市
役
所
 
 

膏
 
 
 

日
時
 
六
月
十
一
日
昏
午
前
八
時
三
十
 
 

分
～
午
替
玉
暗
 
 
 

場
所
 
市
役
所
 
 

室
琶
 
」
ハ
月
十
一
目
◎
 
 

粗
景
 
 
 

日
時
 
」
八
月
十
八
目
℡
午
前
七
暗
～
午
「
 

後
八
時
∴
和
衷
地
区
≡
投
票
所
蛙
午
1
．
 
 

後
」
ハ
暗
ま
で
）
 
 
 

場
所
 
各
投
票
所
 
 

町
l
 
 
 

日
時
 
」
八
月
十
八
白
置
〓
十
 
 
 

分
て
 
 
 

場
所
 
有
終
会
館
 
 

こ温かい声援を■1   J   

午前固持10分   

スタート   

「
素
因
十
〓
固
越
前
式
事
名
水
 
 

マ
ラ
ソ
ン
」
奄
五
月
〓
十
八
日
に
 
 

開
≠
し
ま
す
●
 
 
 

名
水
マ
ラ
リ
 

も
歴
豆
訪
島
い
マ
ラ
ソ
ン
査
で
 
 

す
．
昭
和
四
十
年
に
「
市
局
言
フ
 
 

リ
主
と
し
て
ユ
タ
ー
卜
し
 

の
後
「
大
野
マ
■
コ
リ
ン
」
 
「
越
前
 
 

大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
」
と
名
称
壱
 
 

変
克
頓
が
ら
、
四
十
〓
回
由
歴
史
 
 

杏
重
ね
て
き
ま
し
た
．
 
 
 

大
会
に
は
毎
年
、
市
内
陣
も
ち
 
 

ろ
ん
県
内
部
か
ら
二
千
人
以
上
鱒
 
 

参
加
し
ま
す
。
昨
年
蛙
．
ラ
ン
ニ
ン
 
 

グ
専
門
誌
由
コ
一
〇
〇
五
生
田
■
つ
 
 

ン
〓
ツ
タ
大
島
百
芦
－
に
も
選
ば
 
 
 

■
 
 

■
所
 
第
一
葉
所
か
ら
第
二
十
五
葉
 
 
 

所
中
人
柱
式
野
市
役
所
，
第
二
十
六
投
 
 
 

票
所
か
ら
二
十
八
投
票
所
⊥
和
泉
地
区
 
 
 

三
捜
某
所
）
の
人
は
和
泉
支
所
 
 

モ
の
他
 
入
場
券
が
配
布
苦
れ
て
い
苗
場
 
 
 

舌
は
持
参
 
 
 

≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
■
 
 

農
善
幸
員
台
車
員
旺
 

6
月
4
日
投
票
 
 
 

圧
郁
謂
丁
（
六
月
≡
十
日
】
に
伴
う
農
 
 

菓
委
員
会
重
か
∵
次
打
と
お
口
行
わ
れ
 
 

」
ま
盲
。
 
 
 

今
回
印
選
挙
か
ら
、
選
挙
に
」
墓
室
員
 
 

定
数
薩
十
七
⊥
に
空
わ
ロ
ま
す
。
 
 

古
豪
白
 
五
月
〓
十
八
白
愚
－
 
 

般
■
目
 
六
月
四
日
◎
 
 

憫
せ
せ
鳥
 
市
選
挙
音
頭
委
員
会
事
葡
局
 

岩
由
・
1
1
1
1
内
線
∃
白
ユ
 
 

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
会
に
出
場
 
 

し
た
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
局
、
大
会
運
 
 

営
や
沿
道
両
応
壌
、
ス
タ
ッ
コ
の
 
 

対
応
な
ど
十
璃
巳
の
ア
．
ツ
ケ
ー
ト
 
 

に
よ
ロ
決
定
さ
れ
た
も
の
モ
す
．
 
 
 

今
年
も
♯
加
ラ
ン
ナ
ー
に
喜
ん
 
 

で
も
ら
孟
志
棄
套
と
在
る
よ
う
、
 
 

実
行
童
貞
竜
で
捜
討
置
i
ね
騒
が
 
 

ら
準
備
を
遺
冶
て
き
麦
し
た
．
 
 
 

名
水
マ
ー
コ
．
リ
ン
は
、
掛
門
の
皐
 
 

讐
や
走
D
や
す
い
コ
ー
ス
と
上
 
 

も
に
∴
人
情
味
あ
ふ
れ
る
土
地
柄
 
 

が
二
7
ン
ナ
ー
壱
引
手
つ
け
る
大
 
 

吉
容
魅
力
と
な
コ
て
い
ま
す
。
当
 
 

日
は
沿
道
語
ら
の
濃
か
い
声
援
吾
 
 

董
蹟
い
し
ま
す
。
 
 

策
定
由
背
景
 
 
 

琴
．
遡
墾
定
圧
繋
号
室
選
管
 
 

乱
た
払
星
空
 

電
取
乱
罫
再
審
喜
居
に
畳
許
串
 
 

琶
展
墓
言
寄
雇
崇
〓
集
中
彗
プ
ラ
 
 

ン
】
畢
雲
量
国
望
思
雀
旺
層
て
い
 
 

正
す
。
モ
の
た
曲
市
苦
琶
昨
年
暮
し
 

た
「
第
五
改
元
野
市
藍
－
に
 
 

其
コ
卓
、
・
．
．
ゴ
ラ
ン
奄
韓
定
⊥
哀
し
た
。
 
 

h
ラ
ン
由
内
専
 
 

乱
し
い
財
酔
中
也
直
読
取
扱
配
縁
ど
 
 

を
背
景
に
、
■
∴
．
岳
 

電
罵
屠
嵩
層
儀
妻
違
っ
て
い
ま
 
 

竜
骨
壷
屋
恩
屋
蛤
竺
富
 
 

里
罷
蟄
苗
■
世
に
よ
 

て
 

■
旬
苛
政
避
葦
に
毒
奄
廿
れ
ば
琴
 
 

呈
せ
ん
．
一
 
 

語
昔
年
・
昨
年
策
定
」
た
毎
に
葺
」
 
 

竜
、
手
蔓
釘
見
直
し
中
産
員
・
裾
昔
 
 

時
眉
正
化
頂
上
十
一
．
頂
璽
点
 

尾
月
畳
働
甘
取
意
思
壇
琶
 
 

プ
チ
ン
屯
腋
正
に
露
駐
ユ
て
年
女
鯛
 

亡
重
点
書
現
推
進
計
画
王
ぬ
毒
害
徒
者
庖
 
 

口
蕃
．
ら
†
黄
燐
で
増
加
心
た
相
鹿
討
由
 
 

■
 
 

’
 
 

席．・宇蒜－i什．．＝Tr・、．・サ．．．T  

．リー一 てルセロナ五輪で金メダル  

由轟鼠申琴卑             ＝ ．∴．．J．′■＿ 、．， ＿ ＿√  

■  

軸ご臆嘲赫軸軸遥  

ソ 癖嘩療鱒鄭毒嘲  希靖七唖即職防、丸帯弼車んと  

日はも近次触  

鱒墟   

毎年ボランティナ由由比痘摘嘩坤l東き  

触軌唾一旗！韓碑嘩申  ん陳卜 が楽しい．⊥軌葡きソ封由巨蜘し柁  
す」とに1己払触鮭「柳草し1  

事
＿
奇
退
胡
す
古
と
と
も
に
二
暫
蚕
苛
 
 

年
度
亡
亡
載
せ
日
標
世
事
当
の
見
慮
し
在
 
 

ど
蕃
育
ま
し
た
．
平
成
十
七
生
悪
琶
 
 

二
十
一
年
草
吾
品
玉
年
間
宥
蚕
 
 

奮
点
暫
取
暴
代
書
も
．
四
壁
一
十
」
ハ
 
 

年
度
V
苛
展
に
兵
曹
て
い
章
ま
甘
．
．
・
 
 

茎
は
一
塁
．
■
 
 
 

十
一
あ
竜
王
彙
進
事
項
の
う
右
、
・
．
職
 
 

員
艶
型
善
止
他
に
つ
い
て
姓
「
墨
 
 

の
合
併
偏
窃
庖
吉
四
±
二
竃
〓
十
 
 

」
八
年
度
ま
で
に
ー
劃
以
上
管
し
二
二
百
 
 

八
十
九
人
に
す
奉
と
し
て
い
許
す
。
．
ま
た
 
 

鞍
手
即
邁
正
化
七
し
モ
ナ
．
草
ぎ
痘
嘩
 
 

不
快
嘗
の
勤
帯
雇
層
っ
菅
に
毒
．
青
 
 

草
r
韓
薯
－
蓋
し
・
二
十
 
 

几
手
当
ニ
〒
九
蟄
椚
蘇
コ
た
蟄
聖
温
度
 
 

十
八
草
雷
弓
杜
±
ニ
‡
十
重
十
五
畳
に
 
 

濾
骨
n
一
心
ま
じ
た
。
 
 
 

・
i
申
告
▲
ユ
計
取
替
－
m
・
句
碑
－
 
 

ム
・
ぺ
－
空
某
暮
し
で
措
£
甘
。
藍
切
 
 

妻
填
搭
壱
七
に
つ
u
モ
奄
、
嶺
時
史
毒
 
 

し
古
山
書
．
 
 

静
貫
首
、
㌧
卓
至
上
軋
官
○
計
旨
k
皇
宮
 
 

‖
蘭
書
甘
缶
潅
葦
策
蒔
芸
醜
 
 
 

㌣
1
1
1
．
†
慶
ヰ
宜
昔
｝
 
 

＿－■  

臣
 
 

軸琴錦固抽桓  
寸章、・対衰  

群嘩嘩  
増強必轟錮  

Lセ極印軸轄葺準坤軸亡  
▲▲ ヽ   ＿ヽ ▲  

密送ってし1ました．  
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男女共同参画推進条例を制定   古
1
 
 
 

ラ
望
一
事
曙
自
苦
偉
井
 
 
 

憎
最
董
モ
重
 
 
 

曹
手
軽
鞋
藍
で
宇
．
す
 
 
 

雲
三
等
偏
丁
留
習
雪
『
せ
層
 
 
 

ヨ
昔
堅
雷
管
蟄
賢
覧
空
■
 
 
 

シ
タ
に
つ
い
て
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
 
 

・
豊
軍
備
畳
翠
皇
室
届
 
 

ヰ
垂
．
苗
香
．
 
 
 
 
 
 
 
 
‥
丁
＝
■
 
 
草
畢
・
異
星
 
 

＝
青
竜
月
負
号
聖
毒
草
 
春
草
露
箸
露
昔
王
露
・
 
 

喜
‖
．
雷
・
．
 
 

樹
上
㌃
嶺
に
モ
雇
－
に
蛤
韻
事
 
 

軋
蕾
1
．
告
∵
草
 
 

し
早
欄
塵
葛
ヰ
一
意
晶
 
 

局
三
者
握
＝
審
雷
…
り
 
邑
 

賢
哲
象
野
望
苫
．
ヽ
蓋
 
 

∴
＝
■
∴
納
 
 

打＝1－ト」い．＝㌧出  

【吊の売音別 ＝て－．二葉．・  
：「こ■1・r－lt－i澤・・卜丁＝：：・・7ニ1三．宝  

「．・＝l－∵－】1・づ 
．．  

「情「■・二11  

帖・・・－トプ＝－Ⅲ  

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
 
 

「
大
野
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を
制
定
し
ま
 
 

し
た
（
四
月
一
日
施
行
、
全
十
六
条
）
。
条
例
は
、
 
 

国
の
琵
梓
と
は
別
に
地
方
公
共
団
体
が
定
め
る
も
の
 
 

で
、
男
女
共
同
参
画
由
推
進
に
関
す
る
条
例
壱
直
也
 
 

尋
市
町
村
は
生
田
的
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
 
 
 

今
回
制
定
し
た
条
例
で
は
、
市
、
市
民
、
星
 

が
一
丸
と
な
コ
て
取
り
組
む
こ
と
を
前
文
で
決
着
．
 
 

壬
ら
に
王
寺
の
嘉
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
法
 
 

的
な
頓
拠
壱
明
確
に
し
苦
し
た
。
 
 
 

【事業壱の轟韓】・争三．‡  

】1：ニー．】rム！■‾     ■ 二1  

二手・‘工l・■≧－l■」   

＝＝い∵一⊥‾一宇王・二■テも丁．・寺岡 Il」   

・トニモ・■・■・．．－：措■jヒ三諾ニ．≒  

．！ニヒ．11ヒi  

廿．ノい‾さj二てて．ト子‡元串・・、の  

「  

1
里
ぜ
 
 

竃
嘉
つ
 
 

昏
首
れ
ぽ
毎
蕃
山
↑
・
缶
嘉
 

‖
豊
里
華
這
呈
■
二
苦
首
鼻
・
 
 

垂
．
烹
塾
悪
書
易
重
石
 
旨
信
書
嘗
爵
レ
鼻
音
■
 
 

著
せ
与
領
巾
 
 

・
鼻
向
畳
屋
昔
舌
苔
 
 

看
官
髪
謹
言
雪
盲
 
 

蟄
首
肯
草
琶
昔
 
 
コ
≡
ユ
ニ
蜃
－
計
ヨ
．
■
ン
酔
園
れ
 
 

毒
居
宅
．
・
礫
据
・
、
・
眉
 
互
u
に
．
よ
・
曹
ま
茸
 
 

砂
．
「
心
せ
甘
薯
碩
＃
い
】
．
・
七
 
 
 

¶
 
 

－
す
享
首
竜
虎
千
畳
日
中
 
 

儀
希
書
苛
、
・
モ
■
準
 
 

急
n
風
勢
盈
罫
訝
腎
書
嵐
 
 

己
と
に
コ
専
管
じ
ま
育
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肝
替
鱈
先
．
墜
星
露
碧
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仙
東
名
甲
．
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．
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計
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告
．
に
酔
甘
雷
撞
着
苛
■
古
君
 
 

つ
u
て
世
、
毒
 
 

微
音
居
葺
∴
．
凱
葛
．
鼻
＝
斗
 
 

隼
旦
・
■
軋
製
革
・
・
悪
玉
「
音
 
 

川
葺
い
昔
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生
＝
］
‖
・
芸
華
吾
妻
竜
 
 

■
 
．
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墜
貫
目
母
蔓
 
 

・
欄
畳
■
「
重
罰
ラ
虻
嶺
 
 

寸
f
】
患
家
藍
紆
－
．
壷
－
 
 

・
昭
ヲ
き
垂
イ
ド
上
席
、
・
－
白
に
 
 

軍
蔓
．
モ
甘
よ
山
部
 
 

・
空
寄
食
草
書
巴
屋
 
 

畳
葺
督
尾
登
雪
カ
月
リ
ト
 
 

だ
廿
百
年
く
．
官
爵
た
直
垂
読
象
 
 

き
昆
賢
二
鹿
冨
〓
臨
写
急
 
 

儲
眉
遥
偏
屈
儀
眉
理
屈
季
雇
 
 

少
り
十
完
善
吉
す
．
 
 

一
．
習
雇
主
扇
・
逓
苫
弓
屈
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吾
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号
 
 

●●●■●∴ニニニ1㌧■■■  

食
事
の
パ
∋
コ
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れ
て
い
ま
す
か
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1
日
リ
リ
り
汀
・
り
川
 

める≡書体割と責務  

＋
 
 
 

基
本
計
画
を
制
定
 
 
 

正
丁
亡
杜
仲
刀
・
ハ
‥
√
．
．
司
・
書
画
鞋
沌
1
主
堪
可
・
∴
u
た
 
 

阜
、
一
†
丑
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二
年
一
‥
［
■
し
∵
u
∵
〕
」
し
F
■
 
「
十
＝
＝
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苧
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．
日
宇
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．
■
■
〓
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∵
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仁
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．
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条
例
で
は
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男
女
共
同
番
画
社
会
春
形
 
 

成
富
る
た
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聖
至
芸
薫
露
恕
週
日
定
 
 

め
ま
し
た
．
（
東
三
条
｝
 
 

▼
竜
址
屈
す
書
、
相
互
 
 

出
藍
畳
替
蓮
雪
■
芋
 
 
 

確
保
さ
れ
、
人
権
紆
】
量
王
さ
れ
る
こ
と
 
 

ー
廿
農
亜
墓
豊
震
苛
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し
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で
善
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隈
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暮
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n
ラ
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ス
ガ
イ
蓄
〓
 
 

十
膏
L
皇
苫
二
日
に
草
 
 

葉
首
鼠
患
草
■
主
音
 
 

腎
五
号
・
∴
掛
算
騒
五
⊥
八
っ
、
 
 

圭
葦
三
上
嬰
∃
‖
．
葺
†
選
 
 

良
亡
乗
掛
腋
若
杜
要
れ
〓
■
若
．
 
 

っ
■
で
い
屋
号
 
 
富
琴
恵
蜃
・
辛
 
 

賽
屯
着
で
す
．
・
 
下
 

一
署
一
昔
号
僅
畢
丑
－
 
 

壱
墓
守
市
営
藍
管
見
軋
千
早
 
 

・
幸
甚
土
急
に
麿
せ
音
．
．
 
 

家
持
一
ユ
賢
ユ
よ
く
晃
壱
†
七
仁
君
・
．
．
 
 

一
＝
月
に
盛
事
選
選
者
取
っ
下
山
 
 

蕾
重
曹
．
．
‖
 
 
 

青
書
常
世
省
吾
囁
圭
・
 
 

七
喜
督
号
竃
東
忘
筆
者
 
 

昔
量
蟄
一
畳
皇
琶
 
 

丑
蕃
」
∴
．
強
ぃ
蕾
昔
．
コ
 
 

ま
音
．
 
 

草
吉
註
重
言
碧
宮
許
旨
 
 

書
妄
言
重
畳
．
．
 
 

す
．
蛋
干
書
丁
烏
十
〓
乗
）
 
 

一
塁
野
村
馨
に
生
首
古
豪
づ
く
り
 
 

掛
果
肘
に
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策
壷
撮
達
す
看
た
ぬ
、
儒
 
 

君
煮
や
宗
啓
ど
暮
l
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等
行
い
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す
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ま
た
必
要
に
哲
て
、
．
遷
 
 

薯
に
貞
董
蕃
票
活
温
書
芸
 
 

ぬ
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ロ
．
官
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内
曹
香
草
患
ロ
．
で
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壷
よ
う
足
助
康
．
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た
．
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意
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．
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．
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什
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蜃
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．
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．
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付
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総合言十画  第四次大野市  j声価訂「■   
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∵
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．
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．
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仁
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∵
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．
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．
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刊
十
㌧
」
」
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里
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く
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‥
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「
山
、
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㌧
古
．
り
主
■
し
こ
二
■
‖
罵
丁
∵
」
廿
卜
¶
・
 
 

市
ト
■
手
車
∴
．
＝
・
十
し
「
車
．
．
・
二
■
．
．
二
■
一
．
．
．
・
仁
∴
ユ
 
 

．
」
軋
■
■
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・
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‥
．
早
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廿
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巨
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∴
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〓
■
∴
一
∵
＋
・
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√
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■
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L
車
．
∵
－
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扁
倭
道
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・
書
初
葦
苛
昔
 
 

愚
者
善
意
恵
曲
に
埠
・
・
華
嬰
町
 
 

・
身
許
藍
雷
電
∴
甘
藍
百
計
町
 
 

．
魯
打
要
吉
蕾
王
聾
に
鴨
市
島
 
 

蓋
闇
「
碗
J
香
川
つ
‡
取
n
届
塵
奉
．
 
 

暮
雪
じ
埼
．
薯
 
．
聾
・
．
．
爵
昏
獣
監
聾
畏
 
 

ま
す
。
 
 

バ
ブ
リ
ッ
タ
コ
メ
ン
ト
手
鏡
碧
 
 

空
重
層
七
層
儲
官
 
 
 

市
雪
駄
－
．
盤
正
哲
憂
患
い
細
野
 
 

・
墓
守
愚
た
め
1
缶
屈
冊
生
．
 
 

∴
君
重
患
葦
竜
著
 
＝
 

一
啓
患
畳
替
監
訝
－
昔
巷
計
見
・
 
 

直
真
書
・
．
r
壷
露
花
芽
嵐
蕃
コ
耳
 
 

‖
ン
ト
手
葡
若
草
】
．
雇
葦
－
・
■
・
墓
止
．
レ
 
 

・
車
台
唱
 
 

患
罫
薔
吾
患
昔
苦
言
に
 
憩
た
．
き
藩
二
藍
若
醇
照
憩
駐
渠
 
 

・
己
密
事
葡
昔
に
・
壷
呈
竜
塁
寄
丑
軍
 
 

●
 
 

藍
忌
要
語
旨
空
室
語
草
こ
旨
 
 

垂
」
塵
蓋
苛
 
 

虐
毒
－
領
コ
蕎
り
重
曹
．
 
 
 

雇
に
嘩
 ．

 

露
畳
替
．
藍
り
 
 

書
中
蓋
や
書
で
、
∴
」
墓
 

上
正
幸
聖
歪
、
市
円
で
唯
一
 
 

の
葛
ま
ハ
レ
ー
ボ
1
肛
取
落
下
 
 

里
各
年
団
モ
・
す
．
小
学
三
年
生
却
 
 

ら
六
年
生
¢
十
几
⊥
許
、
仙
丁
重
 
 

・
士
畦
白
虎
塵
三
唱
白
党
風
 
 

洋
甘
才
『
⊥
監
昔
足
早
長
篇
藩
 

し
て
い
ま
す
－
 
 
 

肘
十
年
前
－
堂
塁
雷
壷
辰
苛
 
 

フ
ト
爪
レ
L
市
1
ル
喜
に
荒
 
 

す
奇
た
華
上
庄
再
挙
超
眉
宇
儀
 
 

た
各
群
書
ま
っ
た
の
計
琵
の
き
 
 

つ
甘
け
。
蓋
じ
尋
コ
ち
に
 
 

も
｝
と
い
ろ
ん
警
八
重
に
出
た
い
 
 

と
い
う
患
い
郷
蟄
く
嘗
、
平
成
 
 

九
年
包
貝
に
手
蔓
－
由
亡
 
 

し
て
発
足
し
ま
し
た
．
 
 
 

召
諒
薩
、
寄
一
去
L
数
 
 

十
人
の
子
供
を
替
ぇ
呑
と
い
■
ユ
状
 
 

欝
．
・
試
舌
奄
し
で
も
麿
州
懸
甜
勝
 
 

て
す
ー
と
に
か
キ
ー
捜
す
魯
咽
が
 
 

目
層
で
し
た
。
套
助
手
唖
雷
 
 

■
し
い
と
い
毒
畳
字
底
元
 
 

香
い
い
の
に
、
託
舌
に
啓
尋
亡
 
 

畢
り
て
し
ま
っ
て
普
段
屯
力
が
 
 

出
せ
磋
掛
っ
た
ん
で
す
」
と
畳
 
 

毒
害
空
曹
霊
宝
妄
－
ん
・
．
 

し
か
し
」
菅
に
地
苦
バ
レ
 
 

ー
ポ
・
山
聾
中
か
ら
賂
打
 
 

し
．
て
く
れ
る
人
邸
現
れ
た
I
」
上
か
 
 

ら
葺
充
電
さ
ら
に
県
 
 

‖
華
∵
十
董
五
．
壷
島
部
 
 

尭
竜
ま
項
葦
屯
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－
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景
睾
．
貢
に
軒
甘
苦
篭
 
 

肉
舛
由
チ
ー
ム
と
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・
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習
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合
毒
 
 

筆
呵
一
歩
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に
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け
で
音
速
レ
た
．
苛
丁
去
 

昧
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中
大
畠
宰
適
で
≡
位
に
 

入
q
、
・
石
川
県
で
昂
甜
れ
茫
北
住
 

臆
未
畳
に
出
■
し
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レ
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藍
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鱒
王
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手
旦
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壱
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．
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コ
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で
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－
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－
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葦
ハ
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1
打
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チ
一
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専
管
り
重
電
 
 
 

練
習
中
性
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か
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し
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何
壱
や
つ
て
る
ん
聖
上
子
供
 
 

宅
に
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い
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が
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己
と
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里
昔
赤
、
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彗
L
モ
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い
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骨  方冊缶・龍一五指」聖霊蓋百雷  
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亭
工
 
手
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と
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が
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．
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．
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．
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－
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後期基本言十画を策定   
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．
．
二
に
 
 
 

一
‖
 
い
∴
 
］
告
い
・
い
・
批
正
リ
F
‘
・
1
〓
ト
＼
↑
‥
〕
〓
■
■
ヰ
甘
言
 
 

L
十
 一

 

十
干
 
リ
h
、
†
ん
」
 
 

「
第
四
次
大
野
市
総
合
計
圃
」
は
、
本
市
の
長
期
的
 
 

な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
平
成
十
 
 

≡
年
≡
月
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
、
基
本
構
想
、
基
本
 
 

計
画
．
実
緬
計
画
の
≡
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

今
回
、
「
前
期
基
本
計
画
」
が
平
成
十
七
年
度
で
終
了
 
 

し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
五
年
間
の
取
り
組
む
べ
き
指
針
 
 

を
定
め
た
「
後
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
 
 
 

今
後
は
、
こ
の
基
本
計
画
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
 
 

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 
 

Lだ跡珊荘と毒し卓  

舵尋ように春草瑚∋て序幕じ轟した■   

－→尭放としT地車加地てヰL磨盲い  

御車野で拝当たD弓枠中脚軌1に竜  

虎鱒骨とした禰と婚垂色に菓コ鞋拙亡軌  

田山細鵠モい争と事由こi終車れ呑んで  

すよ．軌荘も軒レ革申串ちとし富、大野  
触イメ一撃曹P・Rし石山書起山地  

章寧傭下町晒丘史青春じ  

晦＃ら薫bむ己と＃空車毒舌古だ占感じ囁甘．＝こ  

和ま零細車軸ら軸コた人に声軒＝みたいと  

息づて春草晃毒よも脚嘩生かし榊特  

大寧糊軸地境軌 

中先師蜘口雫日清耗モ岬、住んでu竜  
A蜘し痛醜癒弛「垂加虎と臆  
帽甘－ヰ貯巴折れ通人匡寧iで青竜茫はたく吉  

ん町地劫人と組も＿式辞閲兵書壱  
知っモ毛缶克たらうれしいモす租． 

金森静耶幸吉ん榊鳶・走♯虻  

中厚意江子軌佗強・花軒刊  

森廉久美子喜ん控塙・牛ヶ原・石）・   

J
．
．
い
〓
い
ー
ヒ
い
〓
 
 

観光酪連巾催山香通し、．大野市の蛙力直弼介す  

る新年度聞「越前寅男且愚卓と大鹿」が決まロま  

した．県内外へのP■Rに向けて張ロⅦる3■人に、．・  

応募の理由と抱負壷蘭書ました．  

－ふ古卓■と責任に応■した理由旺   

中農 け年度の大境に走達肌1て、活動力唾し  
そうだったのと、いろんな囁境や人と出章ラこと  

で．人筒腑呑成長に覿持す竜のと同時に今の自分  

にできること直したし1と暦し1応募し宗した．  裏
手
琶
軽
盛
雅
弥
 
 

■
い
．
■
■
男
慧
儲
遍
眉
 
 
 
 
 
＝
＝
．
‖
．
葡
 
 

轟
u
者
 
 

、1ヽ■・メX土－：くべ人声ニー∴1：く■二仰くこくナ●  

〓
杜
埜
旦
 
 

火
噴
鳥
〔
串
杢
甘
丁
子
｝
半
放
捕
物
捧
岩
佐
 
 

悪
妻
）
ロ
P
．
□
－
ス
タ
ス
ト
（
顎
井
 
 

丑
）
そ
ろ
そ
ろ
く
高
こ
中
島
た
い
子
）
 
 

ウ
ル
ト
ラ
タ
■
コ
1
．
（
手
＿
龍
〓
ペ
コ
 
 

ぴ
ん
ち
「
」
く
⊆
丑
生
垂
犀
子
－
 
 

7
・
．
ン
フ
ィ
ウ
シ
．
ヨ
ン
l
 
 

孫
が
読
む
夏
日
茸
石
（
王
目
京
王
升
）
 
 

み
ん
春
夫
変
（
漫
筆
〓
ユ
［
T
－
コ
ー
 
 

ド
な
日
本
；
男
聖
雪
空
目
論
下
で
青
 
 

光
理
オ
代
サ
ン
計
完
置
ひ
か
星
 
 

山
毒
H
リ
ナ
ビ
同
書
（
東
海
淳
】
 
 

ユユ■t  

1－1■  

一＝．Q母′  

悪
七
重
瓜
ま
盲
 
 

曜
．
い
憤
り
と
 
 

た
。
璽
傭
伝
聞
の
永
平
寺
塵
持
中
仙
 

－
毒
害
範
た
大
量
蓮
常
置
は
 
 

じ
劫
、
・
闊
達
音
量
の
整
鵬
た
向
け
 
 

恵
み
要
す
．
 
 

「
森
林
と
水
嚢
董
面
 
 
 

繚
台
的
毅
保
童
と
活
用
」
 
 
 

杢
鳳
杜
若
某
の
育
溝
モ
、
帝
 
 

♯
面
積
姓
市
ヰ
の
八
割
以
上
奄
占
ぬ
て
い
 

ま
す
．
森
林
の
保
全
華
満
山
や
砂
防
、
 
 

暴
政
任
硬
水
東
部
ん
皐
罷
句
 
 

点
か
ら
も
重
要
で
す
l
地
下
聾
水
 
 

頭
み
最
高
産
吉
コ
V
ロ
雇
鹿
葡
奇
中
で
、
 

市
丘
の
蛮
億
雇
葦
に
崩
す
愚
意
韻
馬
鹿
 

壱
国
ロ
ま
甘
I
 

霊
図
書
面
 
 

【
皇
l
堅
 
 
 

ぼ
く
の
ス
．
ケ
ッ
チ
フ
ッ
ク
l
山
下
巻
雲
 
 
 

娘
に
議
歪
盟
吉
山
の
歴
史
｛
王
松
譜
｝
 
 

い
な
い
い
省
い
ば
あ
や
（
異
亡
し
子
｝
 
 

始
た
ち
（
ヒ
ル
ク
レ
ス
ト
｝
マ
イ
ケ
ル
 
 
 

と
ス
ー
ザ
ン
は
一
年
生
（
マ
リ
ノ
｝
 
 

【
■
士
T
】
 
 
 

と
ぶ
（
筈
川
鹿
壷
）
ま
じ
ょ
の
く
に
 
 

【
油
野
識
〓
市
河
古
中
山
て
胞
〔
星
 
 
 

川
ひ
竜
王
・
シ
ン
ド
バ
ッ
ド
町
厚
つ
け
 
 

ん
苧
マ
ン
｝
ふ
く
申
砂
田
け
い
ち
ゃ
 
 
 

ん
（
秋
山
と
右
手
）
店
じ
め
て
の
卓
コ
 
 

ち
克
ん
（
コ
ル
パ
チ
ョ
「
こ
 
 

モ
の
他
三
百
五
十
一
冊
入
ロ
ま
し
た
。
 
 

価に申寧早耳叫草いう嘩持ちナ印革奄  

鯨陸封建碑臆個酎しま盲○  

蟄酎竜密航軸㈱蘇車軸  

鼓書棚よ地軸 て兼抑う  

モ卓也頓l弁舌軌兼軸朝出廿大野掛軸封こ虫由  
り．、珊に耶巨辛嘩野師董コた  

出．増税こ啓コてuます．：拍鏑由先達鵬由鰹  

語
野
師
 
 

∴
ト
一
、
・
、
 
Y
 

l
一
 
 
 

瞳  否
 
 
鐘
声
 
 

劇画陣痛し嘩拝島モす．ぜ啓白「読く茫乱㌔－・郁軌  

副詞蝦痛も．  
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お
知
略
 
 

．
春
日
に
し
、
 
 

目
指
し
て
 
 

く
む
計
Ⅶ
戸
】
 
 

市
雀
地
で
儒
与
弟
た
水
鳥
凛
呑
有
効
利
用
 
 

し
儀
嘗
二
名
倭
芸
ち
去
声
た
届
書
 
 

わ
し
い
ま
邑
ユ
く
り
塞
骨
雪
」
と
春
日
 
 

仙
ム
 
 

軽自動車税の減免   
■：：：：：：：コ  

1～古曲、ヰ牡の1  

聴覚＃書  2・8■破  

平衡機能悍書  3紐  

音声機鵬舞害  
8冊（職出による疇麓■喜好  
ぉる場合に賑引  

身  1棟、壬寵の1■・2  

下底不自由  1～■白＝紐  

拝  1叫3臥 5軸  
磨   

の非遮行髄脳  

病変に．よ魯運 動機敲轄害  
書  不自由  

心E薇歳胃喜  1－3牡  

7■鞭縮障害  1・3扱  

呼破無機牌  1・3．軌  

ヒト免疫不全   

よる免疫搬  

一山Ⅶ・・・薗  

．知的障害竜  欝育手嶋（A）   

帝神障害者  精神障害者宥祉手垢1毅   

ま
 
し
 
‖
催
 
・
河
 
 

毛
 
 
 

シンポジウ  市
で
旺
、
市
民
中
観
光
客
が
案
酷
に
水
 
 

実
際
に
日
に
し
、
 
 

虚
 
 

た  主
意
由
よ
う
苺
障
害
壱
持
つ
人
 
 

が
、
仕
事
や
通
院
な
ど
で
軽
自
動
 
 

車
≡
鏑
書
出
）
を
壁
つ
電
舌
、
 
 

軽
自
動
車
観
伊
達
整
斉
れ
ま
す
。
 
 
 

た
だ
し
、
次
の
電
卓
は
濾
克
己
 
 

れ
ま
せ
ん
。
 
 

①
書
榛
註
所
有
書
爛
申
債
愚
者
氏
 
 
 

名
が
、
該
当
書
手
人
（
柑
歳
末
 
 
 

蒲
の
場
合
は
生
計
巻
向
じ
く
す
 
 
 

る
人
）
に
な
っ
て
い
な
い
と
き
 
 

⑪
す
で
に
嘗
苛
自
聖
義
春
ど
の
 
 
 

減
免
香
登
け
て
い
る
と
書
 
 

感
じ
ら
れ
尋
蒙
古
づ
く
ロ
奄
 
 

「
大
野
市
水
の
酔
え
る
ま
ち
ゴ
 
 

を
素
足
し
ま
し
た
．
 
 

す申で1ぜ打者如く．だ蓄■【．h  

曙
庸
島
 
 

日
．
書
．
内
 
 
 

■
■
■
l
 
 

感
じ
ら
れ
る
ま
ち
目
指
し
て
八
 
 

一
■
■
】
］
t
－
■
 
膿
 
 

み
え
る
ま
ち
づ
＜
り
計
画
を
策
定
 
 

・革帯串満とバネJL声す．スカ  

何台蛙先   

i
 
 

■
■
T
 
t
・
 
 

建設課河川備†薗古昏・   

申
請
に
必
要
在
も
由
 
印
鑑
、
運
 
 
 

転
免
許
証
、
・
幹
事
書
手
帳
な
ど
 
 

申
請
期
限
 
5
月
糾
日
⑩
 
 

そ
申
≠
 
身
踵
薩
善
書
示
た
め
に
 
 
 

改
造
さ
れ
た
軽
自
動
事
に
つ
い
 
 
 

て
も
減
免
の
対
舌
と
な
る
場
合
 
 
 

が
あ
ロ
ま
す
●
詳
し
く
は
向
い
 
 
 

合
ゎ
せ
く
だ
さ
い
。
 
 

申
請
・
問
合
せ
鹿
．
税
轟
課
納
税
 
 
 

係
（
℡
6
6
■
1
1
1
1
内
葡
4
 
 
 

2
1
）
 
 

婁
に
琶
．
た
・
宗
温
帯
地
下
水
 
 

塵
王
寺
新
雪
．
と
葉
し
定
番
 
 

・
．
甥
礫
眉
腐
卓
上
屋
草
屋
も
ま
甘
1
 
 

●
＝
♯
杵
軽
症
＃
＝
＝
・
蛙
書
 
 
 

重
蔵
雲
海
の
要
・
 
 

●
 
 

由
に
需
屈
し
た
竜
野
で
甘
．
 

諷
定
に
腋
た
．
っ
て
は
、
嘗
克
 
 

呵
野
地
雷
約
五
千
〓
古
戸
へ
革
帯
民
声
五
 
 

そ
軋
内
曹
を
監
蔓
昔
 
 

ケ
ー
ト
偏
屈
華
〓
式
・
七
偲
サ
中
震
凛
 
 

華
j
暮
春
辞
し
恵
虻
 
 

森
吉
策
定
し
ま
．
し
た
ー
 
 

市
由
主
事
エ
け
貫
で
屏
息
屠
と
 
 

軒
蓮
町
I
 

唇
竜
妄
イ
ト
廿
 

市
民
世
葡
沌
嘗
應
心
モ
京
」
奄
体
鹿
 
 

で
喜
魯
よ
う
昔
与
コ
古
寺
畳
す
た
 
 

ぬ
r
四
ユ
釘
聾
計
画
を
旨
由
て
枯
妻
象
 
 

蕃
。
 
 

軋
唇
．
査
心
事
菅
進
也
ま
す
1
 
 
 

軌1すれ電車人騰す手篭台で寸．生計曙一昔および常時介靂蓄廿   

訴す与軌棚とな古寺払が雫串Dま甘  

竃
 
上
兼
納
佗
1
貯
－
1
 
 

事
‡
F
畿
 
2
戸
 
 

規
格
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
遣
ロ
 
 
 

3
借
建
て
、
2
L
D
K
、
風
呂
 
 

・
ト
イ
レ
有
 
 

毒
 
市
内
（
特
に
和
泉
地
区
）
 
 
 

に
勒
磨
ま
た
旺
勤
措
予
定
号
 
 
 

住
宅
に
島
っ
て
い
奇
人
 
 

♯
責
・
月
譲
2
万
円
（
共
益
F
・
 
 
 

駐
車
場
代
舌
屯
）
 
 

申
込
・
隋
合
せ
集
．
串
市
整
備
謹
 
 
 

住
宅
掃
地
傷
（
♯
6
6
▲
1
1
1
 
 
 

1
内
樺
a
5
6
）
 
 
 

男
女
共
向
春
面
香
椎
進
す
る
た
 
 

助
に
、
晃
年
虎
に
寮
施
香
寺
 
 

定
し
て
い
百
恵
課
啓
発
講
座
雇
企
 
 

酉
運
営
し
て
い
た
だ
嘉
ラ
ッ
チ
 
 

イ
ア
企
画
曇
旦
密
雲
し
ま
す
．
 
 

葺
・
男
女
共
同
参
画
に
幽
心
β
 
 
 

あ
古
人
 
 

応
暮
方
法
 
性
斎
・
氏
名
」
年
齢
 
 

・
■
誓
号
を
達
掩
 
 

蓋
切
日
 
5
月
1
5
日
＝
商
 
 

応
幕
・
問
合
せ
先
 
企
画
課
市
民
 
 
 

畳
（
廿
鴎
・
1
1
1
1
内
 
 

●
皇
軍
菅
ち
紅
塵
苛
く
野
 
 
 

手
藁
亡
賢
妻
哲
鹿
 
 

追
七
月
で
昔
億
雇
っ
ヰ
打
葡
層
ま
 
 

す
¶
葛
上
塵
日
超
し
音
量
儲
 
 

を
進
隠
芽
・
賢
と
畳
て
防
止
へ
の
腋
 
 

隷
許
亜
叫
各
卸
巧
ま
す
．
 
 

●
水
宜
北
面
富
貴
・
t
慮
 
 
 

虎
専
の
昔
著
し
こ
雇
 
 

に
許
け
払
ん
・
畳
蛋
菅
 
 

蕾
ま
富
．
 
 

■
T
＝
 
 

昭
和
馳
年
ら
月
3
1
日
以
前
に
着
 
 

工
し
た
市
内
の
〓
P
建
モ
査
住
 
 

宅
寄
封
壷
に
耐
震
診
断
電
車
完
す
 
 

垂
等
号
、
モ
の
費
用
杏
助
成
し
ま
 
 

す
．
 
 

事
＿
F
＿
劫
戸
亮
募
多
数
の
 
 
 

彗
ロ
は
、
公
開
抽
茸
と
な
ロ
ま
 
 
 

す
）
 
 

申
払
方
鵠
 
郡
市
憲
課
に
■
い
 
 
 

新しく大野に佳重人を応雄心零す  

竜
馬
 
 
 

眉
脊
・
基
害
者
市
思
川
－
ム
薫
イ
 
 

辞
百
草
〓
枯
萎
号
 
 

・
草
吉
巨
富
富
者
尊
重
聖
書
蓋
．
竪
 
 

…
‖
葡
嘗
蕾
壊
蓋
．
圃
川
蕪
芸
嘩
．
・
1
．
 
 
仁
 

l
⊥
曹
ヰ
旦
 
 

甘
層
童
害
行
し
・
T
い
く
禿
せ
に
嘩
水
 

萱
 

廟
賢
抗
告
」
壷
哲
号
看
た
 
 

嘩
 

量
伸
昔
蕾
よ
竜
琶
昔
瑠
 
 

蘇
、
・
．
卦
■
貢
瓢
隠
星
置
菅
ユ
定
数
曙
 
 

ii帥血中融端地に庸  毎春参堂善幸賛鶉雲   

牌引‾軸細に住ん軸恕麺娘  
坦握叢削擢塊駄月額畢鞭＿ヒ塵旺．蓮年  

て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
壱
 
 
 

明
記
し
、
次
の
書
最
を
訴
え
て
 
 
 

提
出
 
 

①
住
宅
位
置
阻
 
 

筐
宅
の
所
喜
、
建
築
年
月
日
 
 
 

が
確
訝
で
昔
る
書
類
（
豊
記
譜
 
 
 

曲
事
や
墓
税
台
嬢
の
 
 
 

写
し
奄
と
V
 
 

個
人
亀
轡
董
 
勺
嵩
岩
岳
円
（
肩
 
 
 

書
診
断
士
聖
空
言
用
の
1
剖
．
 
 
 

旦
副
は
市
が
助
成
）
 
 

争
監
房
苫
【
 
室
員
苦
高
 
 

専
込
・
問
合
せ
免
都
市
毒
 
 
 

性
宅
禄
他
店
｛
℡
6
8
・
1
1
1
 
 
 

－
内
線
．
3
異
岩
ヱ
 
 

家策聯月販古市円醐脚  
輝か嘲帯紐幡日東割  

印鱒嘲′轄紳嘩卿  

桓嘩鵡陛1軸円押領革帯円闇  
脚奉癖脚  

無碍由確保孝一王嘩乱馳‘・岬、河川抑ポンプ   
丁寧プ、軸粗からパイプライン利用桝コ由方苛専横封し   
てい香車す  

ほI  

一助軸癒着細組曲確僻  

鵬i  

岳血痕古■正書由由   
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男
定
着
重
け
て
い
番
人
伯
母
看
予
要
打
 
 

電
の
艦
億
劫
鳥
背
静
電
 
 

垂
れ
た
A
嘩
新
た
甘
謄
屈
嘔
 
 

室
轟
⊥
兼
た
ほ
喜
j
に
軒
 
 

当
心
・
、
■
葺
た
サ
ー
ビ
轟
章
 
 

官
署
帯
電
■
蔓
雫
・
雇
属
領
1
・
■
老
巧
 
 

嘗
、
・
雲
菩
コ
て
い
竜
 
 

田
露
醇
斯
に
台
拉
世
主
語
寮
電
 
 
 

具
苦
ヘ
ル
門
－
草
酸
富
者
 

に
凛
て
も
ら
い
」
皐
で
で
吉
尋
」
と
寧
 
 

草
書
富
石
畳
甲
半
島
ら
う
サ
ー
ビ
見
 
 

介
一
 
 

「
†
．
毒
草
 
 

」
壱
－
拓
t
い
 
 

宰
葺
警
官
レ
1
二
ン
ぎ
置
 
 
 

行
い
．
億
缶
録
抗
と
衰
え
て
い
島
内
 
 
 

毒
じ
ま
す
ー
 
 

●
董
†
 
 

戯
曲
磨
百
方
哲
人
れ
歯
切
手
人
丸
檻
ど
 
 

密
雲
曙
 

還
暦
晶
同
義
菩
 
 

●
崇
葦
 
 
 

凛
塵
仕
重
す
。
 
 

彙
 
 

苧
嘗
ス
膏
嘗
 
 

昏
雪
盲
盲
十
昔
町
向
ヰ
 
 

聾
取
替
に
重
任
草
 
 

手
＿
者
た
必
暮
亜
も
由
．
子
鉄
面
 
 
 

軽
電
†
室
 
 
 

帯
地
日
舞
署
甘
暴
酪
 
 
 

農
軋
で
鹿
‡
音
名
蜃
▼
 
 
 

豊
吉
号
毘
室
嵐
†
 
 
 

重
 
 
要
何
 
 
丁
」
葛
憩
丁
牒
．
埋
雪
笥
雇
 
っ
た
児
童
手
当
暫
畳
罫
象
徴
 
小
雪
で
並
居
さ
れ
求
 
．
■
．
 
 

心
有
ヰ
畳
阜
■
 

奉
っ
丘
温
■
市
長
苦
、
温
t
 
 

葺
薔
 
 

鹿
茸
い
．
ト
馨
首
鼠
昔
常
 
 

壊
儲
 
 
 

蕊
貞
一
鼻
孔
畢
生
に
掛
 
 

つ
薔
引
苫
親
告
支
裾
働
貞
 
 

′
“
 
 

と
駈
首
た
軌
、
・
毒
墨
干
官
碧
隠
 
 

血
章
曹
崖
せ
毎
 
 

廿
凍
甘
薯
蓋
．
雪
空
竜
 
 
 

儀
露
冨
屯
ユ
ピ
ー
†
審
 
 

葦
琶
寄
山
人
、
雲
ち
昔
人
 
 
 

に
‡
切
墨
書
、
嘉
 
 
 

誓
ロ
ま
す
．
 
 

甘
I
ビ
墨
蟄
雷
認
許
定
 
 
 

置
歪
℡
書
ら
し
磯
け
看
た
 
 

軋
に
嘩
著
爪
董
席
屋
冒
た
サ
ト
ピ
 
 

認
葉
栗
モ
す
．
 
 
 

苗
の
改
正
却
ら
、
「
萱
 
 

草
章
二
覇
腫
薯
 
 

草
「
要
望
苛
応
塾
共
層
屈
J
の
 
 

苧
ビ
ュ
に
ユ
い
宅
市
押
葉
香
取
指
 
 

定
寄
宿
与
三
ど
が
モ
遠
忌
よ
う
に
鞋
q
諾
 
 

し
た
d
 
 

「
壷
」
l
芋
旺
市
が
紆
t
 
 
 

市
で
値
∵
中
華
赴
厨
房
葦
に
日
常
生
 
 

●
 
 旺

明
讐
丁
月
1
巨
套
市
 
 
 

凛
億
甘
っ
潅
且
個
適
 
所
最
瞥
見
．
取
引
を
鼻
 
 

．
．
 

こ
胡
散
正
芯
君
世
壬
軒
橿
間
 
 

．
．
嘗
部
青
首
与
れ
ま
 
 

し
ー
乍
・
・
新
丘
垂
亡
霊
 
 

五
重
モ
耳
儲
し
 
 

奮
い
卦
．
打
軽
量
－
析
l
 
 

‾  ′‾  ＝            ■‾  

点しせし、明訓  
■＿l    来賓せ九ガ  

＋‾ 拙完】∫山   

市軍陣市吊申臨古山こ自専の怒應闇優  

蛸掛軸担触軋刊確置紅顔軸  
缶嘩軸陸無舟疎がら垂蘇胃壁轟「掛  

華甲嘩馳車軸し軍壊乱聴解  

ヨ掛軸垂掃こ2国師コてLlます  

邪に♯弧乾た度し1．  

●小手融華翠ロン牌町計儲   

抱轟掛宇吉和（鰯ニ，廟  

告
卦
中
毒
所
に
通
ユ
て
．
、
藍
ど
 
 

眉
t
ピ
塵
賃
ま
す
†
 
 

十
卜
り
 

真
澄
宮
詣
蓋
昔
草
嵐
曹
喜
 
 

寿
革
阻
サ
ー
ピ
．
藩
官
許
已
牡
蚤
寸
。
 
 

昔
に
臥
首
卓
差
繰
牡
 

血
富
富
蕎
青
野
・
－
 
 

1
内
＃
ヰ
†
豊
．
－
・
 

■
苫
屋
雇
費
毒
草
讐
‡
違
呈
 
 

宗
で
南
山
舌
至
芸
雲
母
 
 
 

悪
■
室
彗
埠
鹿
 
 

層
層
苗
重
層
 
 

龍
巻
ぜ
瀞
量
 
 

目
標
暮
置
定
ぬ
東
 
 

レ
た
。
凸
王
吾
 
 

妻
 
 
 

書
t
 
 
 

鼻
音
■
．
奮
 
 

う
」
己
と
患
 
 

応
、
・
■
利
用
者
切
購
 
 

聾
選
管
ど
に
 
 

血
最
甘
て
ヘ
ル
パ
 
 

1
富
ん
鳳
自
宅
へ
 
 

屯
．
雇
－
■
・
哺
、
 

應
着
で
個
■
「
凛
 
 

臼
」
畳
み
舌
軒
 
 

世
伝
廿
I
ピ
克
酢
 
 

衰
謄
与
れ
鼓
す
。
 
 

香
 
 

い
 

要
群
 
 

．
い
届
墓
□
喜
屈
日
ま
 
 

骨
崖
患
者
苫
展
嘩
÷
昔
居
 
 

室
鼠
静
・
事
．
て
児
■
宇
芽
露
 
 

嘉
ま
牒
 
 

甘
骨
苦
界
県
旨
置
芸
軍
曹
王
 
者
 

f
霹
・
1
・
J
r
J
－
＝
I
軋
 
 

．
地
雷
昔
｝
 
 

■≡毒手聯ロン■   

胞隠二憩秦達也  

●布砂寧ロン■嘱鱒   
鴨轟＝醜臓汗■  

轍サー蹟瑚咄如沖■  
I■重氾間■・  

欄魯せ重■赴岳勒鑑顔頭搬癖軸濯．  

・は鯉娼・●．1■†・可・1：癖減甑虻剤劉・  

＝乃  2006．5 広報おおの   2006．5広報おおの  



竜昆筐露妻 

直 

筈  

か毎モ  

◎介「田p  

i曙す七闘■再■店  

軸白亜相野臥・闇叫柵師カ月串訊こ再  
胃詰れまレた．議ロに脚闊花がすらロと並軌  

丘や肝に苦机囁し  春草帝彗鞄印卿  

た．・朝市閲岳に軸せ菅ー七憫・酪－－・壷市Jも犀  
かれ．・振邑軌囁や由神海古豪卓、ミ＝コンサート  
串ど草野年下代ソト叫q広げられ亭主茫－  

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
は
、
一
体
ど
 
 

の
よ
う
な
手
続
き
を
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 
 
 

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
と
す
で
に
 
 

受
け
て
い
る
人
に
分
け
て
、
手
続
き
の
流
れ
を
鰯
介
 
 

し
ま
す
。
 
 
 

今
回
の
改
正
で
、
 
 ■

打
て
い
♯
い
人
 
 
 

】
 
 
 

■
 
 

予
防
を
重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス
辞
 
 

内
容
俵
．
1
血
清
検
蓋
世
血
t
由
、
身
件
測
 
 

雷
芦
蕾
号
庭
草
若
者
－
雷
電
五
 
 

月
空
港
署
茸
奇
珊
岨
し
ま
す
．
阜
地
 
 

区
で
の
慧
屈
葬
電
ど
電
荷
い
ま
 
 

す
†
・
詳
し
心
．
日
雇
曙
「
広
有
卦
昔
」
折
 
 

葺
瞥
許
百
草
弾
じ
計
1
置
ご
覧
い
た
 
 

毒草 
古ん加廿オー平祐   

坪伊甜ロの唾衰、■咄謝止集術韓間に占■竜件昂  
喪「軒罰レク廿訂咋■叫呵軌章月1叩か引8  
日にかば古書恵毒と細れまし年轟  

11・巳年呵昨さ巾牢郡蛸醸訪れ－＃の牢固こ舌わ  

せモ掛ら輔どの拝フォー車串時間覿．■脚人  
亜転地由世霹を楽しみ産山走．  

甚蜂坤卿軽率  
軸畔．・・細土租‡  

■
 
 

だ
く
か
十
傑
健
衛
生
頭
．
芸
 
 

田
・
 

舌
む
せ
く
だ
古
い
。
 
 

替
雷
善
臣
蘇
 
 
 

健
零
ら
杓
一
力
月
 
 

儀
、
溝
人
と
市
に
暮
雪
一
 
 

打
結
果
邸
送
付
さ
れ
ま
富
 
 

「
塵
毒
せ
ツ
タ
⊥
 
 

雷
掌
あ
巻
雲
羞
に
、
糠
 
 

酷
儲
電
島
甘
1
ビ
ュ
溝
 

蒼
空
か
ど
■
ユ
瞥
判
断
 
 

し
ま
す
．
 
 

壱
ブ
ラ
藍
 

塵
電
L
蟹
草
巴
 
 

判
断
古
れ
た
入
組
畳
隙
 
 

町
椎
海
向
上
春
日
給
し
た
廿
 

－
ビ
ュ
ガ
貴
け
ら
れ
ま
す
．
 
 

覆
し
ー
廿
1
ビ
ュ
直
垂
廿
 
 

重
た
阻
に
乱
丁
地
政
啓
痘
露
 
 

環
七
・
γ
曳
－
聾
．
ケ
 
 

宅
ノ
ラ
川
曇
【
サ
ト
と
ユ
雇
利
 
 

用
富
壇
玩
竜
墜
竪
相
思
 
 

要
モ
す
∵
利
息
吾
味
モ
鳳
丁
 
 

ラ
ツ
に
基
コ
山
＝
て
ー
保
健
箇
 
 

ツ
タ
「
・
や
選
管
ど
 

展
腋
す
皇
葺
 
 

甘
．
 

伊
利
用
で
き
ま
す
．
I
密
串
、
 
 

制
覇
原
則
川
罰
甘
口
ま
せ
 
 

ん
●
 
 

■
 
 古副将劃剛毅 岳帽臨測他   

市野・闇J」榔瑚御念問に建設壱  
軸モ重たこ瑚ービユ⊥クリーンおくえつ」坪  

尭成心、白月16日に血れ出栃拙草した．・4月1日  

から証書転を蜘．、丁斤から細す番手定です．  

地帯杜義春どで脚挙行？てい尋「包帯ソロプ  

チ≡・えト布削i葦空蝉yJトヨ止がヰ月岬甲、A亡  

．． 

待っ■た車由苛頑郵嘩く顧慮棚う嘩軸里他  

いロんj■叫癖■毎僻していますi  ■L  
2006．5広報おおの  （18）  （3）  2006．5 広報おおの   



1＿＿¶，  

＋  
■問東  
京細雨   

告た■古手一卸町「七腑市の蒔・  

ト■ド車庫ブヨ堵．別・r市民と市政．  

と由温血岨レ壷指Jに訊柁．こ托から由衰古ヨ  
住
み
慣
ホ
た
地
場
で
暮
与
し
績
け
魯
た
め
に
 
 

・くロⅦ珪素菅甜毎紆兎虎♯壷尭鼓しまし血  

＋l  

一
 
 
 

▲
 
 
 

t  

杜
∵
．
暦
・
 
 
 

竜
葡
虎
は
平
成
十
二
葛
局
 
 

番
写
重
富
畢
善
意
畳
器
と
レ
 
 

て
乱
入
苦
れ
†
甘
辛
旨
著
瞥
冗
爵
し
‖
．
＝
 
 

た
。
そ
申
帝
、
＝
重
商
苦
凛
市
心
1
・
 
 

一
人
■
ち
し
選
定
廿
個
世
帯
、
鱒
 
 

封
書
の
聾
香
寺
香
取
．
 
 

・
草
社
告
酷
評
草
首
嘉
し
r
苦
 
 

衷
し
た
．
重
吉
讐
烏
壷
化
に
対
価
し
、
 
 

書
面
尾
淵
電
車
て
へ
 
 

・
昔
月
馨
重
吉
馨
留
吉
意
す
・
 
 

る
三
と
に
乱
日
豪
し
た
†
【
打
に
曹
 
 

昨
．
年
十
月
廿
ら
睡
、
憲
賢
者
鞄
 
 

■
●
 
 

四
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。
 
 
 

市
で
は
、
制
度
改
正
に
合
わ
せ
て
「
大
野
市
老
人
 
 

保
健
福
祉
計
画
」
を
見
直
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
 
 

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
 
 

に
相
談
・
支
援
な
ど
を
行
う
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
 
 

タ
⊥
の
設
置
を
は
じ
め
、
予
防
に
重
点
を
置
い
た
 
 

各
種
施
策
由
実
施
を
定
め
ま
し
た
。
 
 
 

制
度
改
正
と
計
画
の
中
身
を
紹
介
し
ま
す
。
 
 

タラコ1と市  

薗蜃痛適相審描画如再  i王手サイト瓜   
■  

i 

♯で親抑ま臓  

トリノ如軸軸  
翳イカロー地軸   

■埠たカーリ■肇肇  

パ山一、＝細巷  
＿■．■．．† ≡と廟奉龍しト和景轟い如上  

量
・
墨
扇
葛
声
皇
青
曇
盲
苫
 
 

す
，
▼
 
 

8
つ
垂
t
l
点
専
 
 
 

有
菅
廠
謝
寮
歌
正
に
昔
和
せ
蓋
野
市
 
 

毒
璽
由
鳥
眉
凄
 
 

ま
じ
モ
モ
の
中
で
、
認
撃
扁
昔
仙
 
 

瞥
叩
旺
箆
じ
て
い
熟
考
 
 

l■■  
住むばのとコンサート   

坤甲臥 ．嘩車暁雌・「軸密癖］  恵持h】弧1コシ廿†H：醐衰した．．市民ノ．．㍑咋  
「脚P坤thサイトリ到・．と、・御用暑中鱒軍つ  

串f掛草肘珊覿．＝－＃琴∋た九た軸  
相手守山た臥⊥轍こ取毒口廓軌撞ロしなが乱  

牒環喝晦亡レ乾式章一寧毒筆し中郡戻し亭■   

2006．5 広報おおの   

．■  

2q珊．ら嘩韓お抑  
（†■切  



盃おおの  臣所感揮辟  
■・▼・・・■  －  －・－ t－・■■・■ ■ ■■■ ■－  一環r  ーー ■▲ ●－  

ー ■■   －   ＿■  ■l ■・ ■■■ ●■■ － － ■■  ■■．▼ ■■■ ■l■■ ■■■ ■■■ 一  

事掛コーナー畢事、和島坤匡懇書光ネボサトサ、  

岳席・取離せ・ヒ毛布介し童子．   

平成18年（2006年）  

No．728  

九
頭
竜
新
緑
ま
つ
り
育
亨
丸
印
t
鏑
丘
件
雷
蟄
 
 

J、・→J＿‾  
・●一トl一■  

．．－．・－・－ ・－1■、  

二i′・〆■ヽ   

「  

九師瞥一帯聯声わやか巷空気lこ包まれ尋柵札5月＝打  

日放ら28日にかけて、九頭竜新緑まつロがⅦかれます●（時牌  

蛙申甘とも午巾g時～午後引削■特匪卑中野菜を印売す邑新  

編市場竜準じめ、先較や蝿口中ど㊥ユデージイ代ント、古作ロ  

や竹とんぼ作ロガで書る欄載圭抜ど、チ醜からお年苛ロまで  

薫しめる催しが盛り．だく呑ん－豪族モろって由出掛けくだ古い．  

ステージイベント   

芳
欄
葦
■
■
 
 

壬
・
遊
芸
彗
雷
＿
広
t
係
毒
草
T
T
甘
品
・
・
・
・
■
・
■
－
⊥
 
 

酷
暑
♪
と
歌
℡
た
皿
葡
花
は
才
力
ラ
㊥
 
 

こ
と
と
翳
っ
て
い
た
虻
i
腋
阻
詰
日
野
改
め
モ
 
 

叩
 
 

▼
一
＃
面
聖
嘉
両
署
岩
音
雪
害
茹
句
中
 
 

妄
騰
早
爪
音
旬
修
三
芸
忍
亘
と
し
■
て
 
 

皇
奪
し
た
†
コ
ー
ル
デ
ツ
ウ
丁
ク
田
中
写
し
 
 

由
白
．
怯
α
避
雷
の
盟
替
わ
せ
で
忘
れ
笹
 
 

い
電
卓
日
臥
何
¢
目
で
体
畳
甜
見
当
辞
 
 

つ
善
か
屯
盲
こ
と
も
志
竜
▼
子
供
と
修
い
く
っ
 
 

ま
モ
古
着
す
嘩
郡
軋
瓢
亡
レ
耳
頃
 
生
ま
れ
た
 
 

ぽ
嘗
の
春
草
世
血
潜
ら
成
人
の
日
密
迎
ぇ
古
 
 

こ
董
で
毒
な
n
轟
昂
ご
L
ど
 
 

屯
旬
日
に
超
親
電
か
ら
子
供
の
芳
書
れ
 
 

桑
彗
由
月
盲
重
苦
去
善
書
眉
嘗
嘉
 
 

島
†
古
来
四
日
車
モ
睦
旧
暦
五
邑
軋
巳
値
一
缶
 
 

轡
正
昭
割
に
皇
着
層
局
欄
靂
尊
女
劇
行
事
中
 
 

日
だ
ユ
転
．
【
暫
し
古
卦
ち
臣
謄
菜
箸
奇
 
 

想
垂
当
時
欄
鼻
息
古
は
田
の
滞
日
で
未
 
 

昔
露
苦
鼻
音
雷
音
量
昇
替
音
 
 

素
ぬ
蓋
旬
什
卓
と
革
れ
T
い
た
」
■
子
吉
麿
 
 

み
層
て
五
府
は
女
世
豊
雪
盲
て
作
鳥
の
も
女
 
 

性
心
音
芳
一
重
畳
い
と
い
う
、
日
本
 
 

人
の
竜
也
の
篭
克
方
正
っ
た
▼
町
民
中
間
日
に
 
 

塾
呈
畳
雷
良
二
奉
書
宮
尾
‖
r
富
野
 
 

重
量
ん
じ
子
供
由
幸
裾
昔
眉
古
と
と
も
に
 
 

申
に
凛
磯
す
垂
と
應
暮
雪
か
れ
て
い
 
 

音
量
掛
ら
敬
い
打
古
腋
申
五
月
五
日
由
 
 

‡
昧
葦
孟
竜
と
篭
層
と
竜
泉
う
妄
竪
 
 
 

特集  

変わる介護保険（予防に重点）  

水のみえるまちづくり計画 策四凍土野市総合計画建期基  
本計画 勇士共同参画推進重刑 市長選単一農業委員会婁  

昌選華 集中改革プラン 横描改革■人事異動 なとL  

許
の
前
モ
♪
柱
富
 
 

蓋
亡
と
し
の
♪
と
中
 
 

コ
た
ら
、
ち
未
着
・
羽
 
 

鳥
由
口
篭
の
且
畦
が
分
 
 

か
ら
な
か
コ
．
茫
¶
子
供
 
 

の
こ
ろ
品
由
在
の
に
 
 

」1”ムぺ－i，http：l／・・・■■w肌ハ〃．City．ono．fukui．jp／  
Eメqル  yamabiko＠city．fukuiLOnO．1g．jp  

2006．5広報おおの   


